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1 . はじめに
平成17年1 0月に県内 3 国立大学が再編・統合
され、 富山医科薬科大学は(新 ) 富山大学の杉
谷(医薬系) キャン パ スになりました。 この再
編・統合の協議の 聞には、 平成16年4月に大学
改革の歴史に残る国立大学法 人化への移行が あ
りました。 このように、 この 3 年間に、 富山医
科薬科大学を取り 巻く 状況は大 きく 変わりまし
た。
ここでは、 資料に基づき、 三大学が再編・統
合までに歩んだ軌跡を辿りながら、 本キャンパ
スがこれから歩むべき道について 皆さんととも
に考えてみ たいと思います。
まず、 三大学の再編・統合の 歩みをマイルス
トーン ごとに整理してみると以下のようになり
ます。
0平成14年 3月26臼 富山大学、 富山医科薬科
大学、 高岡短期大学が再
編・統合の推進に関する
合意書に調印
0平成14年4月8 日 新大学構想、協議会を設置
。平成15年 5月7 日 新大学構想協議会におい
て、 再 編・統 合 を 決 定
し、 3大学学長が合意書
に調印
0平成15年7月 8 日 新大学創設準備 協議会を
設置
。平成16年4月 1 日 国立大学富山医科薬科大
学が国立大学法 人富山医
科薬科大学に移行
0平成16年 6月23日 第4回新大学創設準備 協
議会で設置計画書を承認
。平成16年 6月30日 国立大学法 人富山新大学
(仮称)設置計画書を文
部科学省に提出
0平成16年 11月30日 文部科学省大学設置・学
校法 人審議会において新
富山大学の設置を認可
0平成17年 5月18日 国立大学法 人法 の改正案
が国会で成立
O平成17年7月 1 日 文部科学大臣が、 初代学
長を指名
O平成17年1 0月 1 日 新 ・富山大学開学
三大学の再編・統合は、 このような経過でな
されたわけですが、 再編・統合に踏み切るまで
に、 さま ざまな社会情 勢の変化がありました。
2 . 国立大学再編・ 統合の社会的背景
まず社会的背景として、 国が推進してき た
「国立大学の構造改革」 が挙げられます。 すで
に、 平成13年 6月に「大学 (国立大学) の構造
改革の方針jが打ち出されました。 国立大学は
法 人化移行問題とともに、 大学問 (大学内) の
再編・統合が緊急の課題とされ、 その中で、 医
学系単科大学と教員養成を主たる 目的とする大
学・学部の再編・統合が 焦眉の課題とされてき
ました。 とりわけ、 地方社会の将来構想にとっ
て、 地方国立大学の構造改革の 帰趨が重要な問
題になってきたわけです。
国立大学の法 人化については、 平成1 2年7月
に発足した「国立大学等の独立 行政法 人化に関
する調査検討 会議」 において、 大学改革の一環
として、 1 ) 個性豊かな大学づく りと国際競争
力のある教育研究の展開、 2 ) 国民や社会への
説明責任の重視と競争原理の導入、 3 ) 経営責
任の明確化による機 動的・戦略的な大学運営の
実現、 の 3 つの視点から検討 が行われました。
そして、 平成14年 3月26日に「新 しい国立法 人
化像」 として最終報 告がなされ、 すべての国立
大学が平成16年4月 1 日から国立大学法 人とす
ることが提言されました。
一方、 社会からは大学に対して、 従来以上に
「知の 創 造と社会への貢献」を求める声が上
がって 来ました。 富山 県は平成13年11月1 2日
に、 県内の有識者による「国立大学の改革等に
関する懇談会」を発足させ、 平成13年11月初 日
に、 三大学再編統合に向けた中間提言をまとめ
ています。 そこでは、 1 ) 本 県の活性化の核で
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あることを卜分に認識し「交流と貢献」 の新た
な理念のもとに、 教育・研究の A層の拡充再
編、 運営体制の改革強化に積極的に取り組むこ
と、 2 )設立の経 緯や伝統を踏まえ、 現 在の施
設やキャンパスを十分に活用し、 地域とともに
発展すること、 を提 言し、 高 等教育への進学を
希望 する県内高 校生が希望 に満ちて入学し、 卒
業後 に未来を担う人材の育成を求めています。
このような社会的背景で県内国立i大学の再
編・統合へ向けての協議が始まったのです。 次
に、 再編・統合までの道程をマイル ストーンご
とに詳しく述べます。
3. 再編・統合までの軌跡
3 -1 . 三大学再編・統合の推進に関する合意書
の調印
平成13年8月24日に宮山県内国立三大学長
(瀧浮弘富山大学長、 高久晃富山医科薬科大学
長、 蝋山呂一高 岡短期大学長)の意見交換会が
聞かれ、 三大学の再編・統合について検討を開
始することについて学長閑で、合意しました。 予
成14年 1 月� 3月に三大学の学長等による富山
県内国立大学の再編・統合に係る合同懇談会が
7 同開催されました。
平成14年3月26日の合同懇談会で、 宮山県内
国ι大学の再編・統合にかかわる基本的確認事
項が了承され、 富山県内国立大学の再編・統合
の推進に関する合意書に調印(3 大学長による
調印)を行いました。 基本的確認事項は、 1 ) 
新しい大学の基 本理念、 2 )教育研究のあり
方、 3 )基本理念と教育研究のあり方を達成す
るための方策について合意したものです。 資料
1 をご 覧下さい。 この基本的確認事項の合主に
基づき、 新大学構想の協議を開始することとな
りました。
3-2. 新大学構想、協議会
平成14年 4月 8日の第8回合同懇 談 会 で、
「新大学構想協議会」 の設置をr ;f(しました。
新大学構想協議会構成員は、 1 )富山医科薬科
大学・ 高 久学長、 竹口副学長、 寺津副学長、 倉
知医学部長、 台石薬学部長、 波法和漢薬研究所
長、 荒木事務局長の7 名、 2 )富山大学:瀧津
学長、 風巻副学長、 塩津副学長、 金森学長補
佐、 山口人文学部長、 山西教育学部長、 八木経
済学部長、 平井理学部長、 龍山工学部長、 新屋
事務局長の10名、 3 )高 岡 短期大学:蝋山学
長、 水島副学長、 秦学長補 佐、 野瀬学長補 佐、
古屋事務部長の5 名でした。 平成14年 4月�1 1
月 に新大学構 想協議会を9同開催し、 そこで
は、 学部編成、 教員養成、 大学院、 地域貢献、
教養教育、 法人化への対応、 任期制の導入、 管
理運営体制等について協議を行いました。
平成14年1 1月~平成15年4月に、 新大学構想、
協議会のドに、 構想策定委員会と5 ワーキング
グル ープ(WG)を設置し、 構想策定委員会を
15回， ワーキンググル ープを20回開催:しまし
た。 構想策定委員会では、 tに基本的確認事項
の個々の項目について検討しました。 ワーキン
ググル ープは、 1 )教養教育WG、 2 )大学院
WG、 3 )任期制・評価WG、 4 )研究所・セ
ンタ- WG、 5 )芸術文 化 部WG で、 専門委
員会として協議を重ねました。
3-3. 三大学の再編・統合の合意書の調印
平成15 年5 月7 日に第10回新大学構想協議会
を開催し、 富山大学、 富山医科薬科大学及び高
岡短期大学の再編・統合による新大学像 (資料
2 )とi大学の統合にあたっての覚書(資料
3 )を了承しました。 そして、 �大学長が富山
県内国立大学の再編・統合合意書に調印しまし
た(資料 4 )。
資料 2 にあるように、 新大学像 には、( 1 ) 
新しい大学の基本理念、( 2 )再編・統合の時
期(平 成17年10月)、( 3 )基 本 的 確 認 事 項
12 .教育研究において重視されるべき事項j へ
の対応、( 4 )基本的確認事項13 .管耀運営の
暴本」 への対応が明記され、 三大学が対等な立
場で速やかに、 新大学創設準備の具体的協議を
行うことを約束しております。
また、 資料 3 の「三大学の統合にあたっての
覚書」 においては、( 1 )各キャンパスにおけ
る学生サービス・地域貢献等の機能が、 統合前
に比べて、 低下しないよう、 事務組織その他の
人員配置について配慮する。 ( 2 )当分の 問 、
教官の定員管理は、 各キャン パ ス ごとに行うこ
ととする。 ( 3 )当分の 問 、 運営費交付金の配
分は、 キャン パ ス ごとと し、 過去の実績配分を
基 本とする。 ( 4 ) 理事の中に3 つの各キャン
パスについてそれぞれ担当する者(他業務との
兼担 も可) を任ずることを明記しています。
この「新 大 学像」 と「再編・統合 の覚書」
は、 再編・統合後のキャンパ スの運営にとって
重要になってきます。
3-4. 新大学創設準備 協議会
平成15年 5月�6月に三大学長による懇談会
を 3回開催し、 新大学創設準備 協議会及び新大
学創設準備 推進委員会の設置等について以下の
ことを合意しました。 1 )協議会の構成員 (役
職、 人 数等) について、 2 ) 協議会の役割につ
いて(協議会は最終的な意志決 定 を 行 うこ
と)、 3 ) 協議会は創設準備 に係わる情報を共
有すること、 4 ) 推進委員会の構成員、 5 ) 推
進委員会は、 協議会および部会、 タ スクホース
の運営を整理、 調整すること、 6 ) 部会および
タ スクホースは三大学の教職員の協力を得て設
置すること。 非常に悲 しむべきことに、 この再
編・統合の協議の最中、 高岡短期大学長の蝋山
昌一氏が平成15年 6月 9 日にご逝去されまし
た。
平成15年7月 8 日に第1 回新大学創設準備 協
議会が開催されま した。 新大学創設準備 協議会
構成員は、 富山医科薬科大学は、 高久 学長、 竹
口副 学長、 寺津副 学長、 倉知医学部長、 倉石 薬
学部長、i度違 和漢薬研究所長、 荒木 事務局長で
す。 本会議では、 以下の13の部会・ タ スクホー
スにおいて再編・統合の検討を開始することを
確認しています。 1 ) 人開発達科学 (仮称) 部
会、 2 )芸術文化学部 (仮称) タ スクホース、
3 ) 人文学部部会、 4 ) 経済学部部会、 5 ) 機
構・ セン タ 一 部会、 6 ) 病院部会、 7 ) 事務組
織 部会、 8 ) 管 理運 営 部 会、 9 ) 情報 部会、
1 0) 入試部会、 11 ) 中期 目標・中期計画部会、
1 2) 教養教育部会、 13) 大学院部会です。
平成16年 3月26日に第 2回新大学創設準備 協
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議会が開催され、 1 ) 各部会の検討 状況、 2 ) 
平成16年4月以降の新大学創設準備 体制を審議
しました。 法 人化後の新大学創設準備 組織 と し
ては、 新大学創設準備 協議会(協議会)、 新大
学創設準備 推進委員会(推進委員会) と新大学
創設準備 事務室 (事務室 ) の 3 つの組織を置く
ことを決 定しま した。
3- 5. 国立大学法 人富山医科薬科大学への移行
と新大学創設準備協議会
平成16年4月 1 日に、 国立大学法 人化法 が実
施 され、 国立大学富山医科薬科大学は国立大学
法 人富山医科薬科大学 に移行しました。 この法
人化に伴い、 富山医科薬科大学の新執行 部がス
タ ー トしました。 新執行部は、 1 ) 学長:小 野
武年、 2 ) 理 事・副 学 長( 5 名 ) :渡遁裕司
(総務、 財務、 学務担当)、 小林 正(医療・施設
マネージ メ ン ト担 当)、 村 口篤(学術研究・ 点
検評価担当)、 南日康夫(企画戦略担当、 非常
勤)、 本間実(総務担当、 事務局長兼任)、 3 ) 
教育研究評議会評議員 は、 学長・理事・ 監事
と、 倉知正佳 医学部長、 倉石泰薬学部長、 服部
征雄 和漢薬研究所長、 白木 公康図書館長、 大谷
修教授、 落合宏 教授、 根本信雄 教授、 根本英雄
教授、 盛永審一郎 教授、 遠藤俊郎 教授、 4 ) 学
長補佐:井上博教授、 尾崎宏 基教授、 津田 正明
教授、 今中常雄 教授、 総務部長は石川護、 業務
部長は岡 本則雄 という体制となりま した。
平成16年4月 9 日に、 国立大学法 人化後初め
ての創設準備 協議会( 第3回新大学創設準備 協
議会) が開催され、 法 人化後の創設準備 組織を
承認しました。 新大学創設準備 協議会構成員に
は、 富山医科薬科大学は、 学長、 理事、 医学部
長、 薬学部長、 研究所長、 金岡経営協議会学外
委員がなりました。 検討事項は、 1 ) 新大学名
称、 2 )主たる事務所の位置について、 3 ) 附
属学校および附属 病院の設置形態について、
4 ) 平成17年度概算要求について、 5 ) 医薬理
工大学院構想について、 6 ) 新大学における他
学部授業科 目の履修について、 7 ) 高等教育セ
ン タ ー (仮称) 設置検討 部会の新設について、
8 ) 新大学設置計画書の提出について、 9 ) 新
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大学地域連携推進機構の設置について、 10)ア
ドミッションセンターの設置について、 1 1 )教
育研究組織に係わる再編・統合、 12)芸術文化
学部設置について、 13)人間発達科学部設置、
14)事務組織等についてでした。
3 � 6. 国立大学法人富山新大学(仮称)設置計
画案
平成16年6月23日に第4回新大学創設準備協
議会を開催し、 1 )平成17年度概算要求、 2 ) 
新大学の名称は「寓山大学J とすること、 3 ) 
主たる事務所の位置は、 当 面 、 五福キャンパス
とすること、 4 )附属 学校および附属 病院の設
置形態、 5 )医薬理工大学院構想、 6 )新大学
における他学部授業科目の履修、 7 )高 等教育
センターの新設、 8 )新大学設置計画書の提 出
について了示されました。 設置計画書の提 出
は、 新大学設置構想、の概要、 人文学部設置計画
の概要、 人開発達部設置計画の概要、 芸術文化
学部設置計画の概要とすることも了承されまし
た。
平成16年6 月30FIに、 富111 新大学(仮称)設
置計画書を文部科学大目に提 出しました。 瀧I宰
弘寓山大学長、 小野氏 年富山医科薬科大学長、
両頭徳二う高 |司短期大学長の三学長の連名です。
これを受け、 平成16年7 月1211、 設置構想につ
いて文部科学省ヒアリングがあり、 本学から
は、 理事として、i度透、 小林、 村口が本省に出
向きました。 平成16年9月27日に、 大学設置・
学校法人審査会の面 接審査があり、 瀧浮学長、
小野学長、 西頭学長がそれぞれ説 明に登庁しま
した。
平成16年1 1月30日、 文部科学省教育局長石川
明から、 大学設置・学校法人審議会において審
議の結果、(新)富山大学の 設 置 計 画 が 可 と
なった宵の通知(16学文化高365号)が届きま
した。 「平成16年6月初 日付 けで提 出のあった
富山大学の設置計画については、 大学設置・学
校法人審議会において審議が行われた結果、 設
置を可とする回答がなされましたので通知しま
すJ という通知書です。
このことにより、 再編・統合が確定(あとは
法律の改正を待つ)されたと言えます。 俄然 、
大学は、 17年10月の新大学のスタートに向けて
の準備に忙しくなりました。 準備は主に部会や
タスクチ ームを中心に精力的に行われました。
執行部・事務、 まさに総動員で、 昼夜連続、 休
日にも会議が聞かれ、 思い出せば悪夢のような
日今でした。
その頃、 学長候補 者選挙の準備も始まりまし
た。 選挙の方法等についての話合いは、 主に管
理運営部会(瀧津部会長)で行われました。 法
人化後 の学長選挙は、 合同学長選考会議(構成
員は学外者と学内者)が決定することになって
います。 従来の大学内の選挙「予備選挙」 をど
のように扱うかは、 各大学が決めることになっ
ています。 富山医科薬科大学の考えは、「予 備
選挙の必要はない、 たとえ行っても合同会議に
影響を及ぼしてはならない」 というものでした
が、「予 備選挙こそすべてだ」 という富山大学
の考えと真っ向から対立しました。 喧々誇々の
議論の�に、「予 備選挙は行 うがその結果は合
同学長選考会議の判断に任せる」 ことに落ち着
きました。 1B.し、 今回の学長候補 者選考のみに
適用し、 新大学発足後 は、 新大学で規定を新た
にiJçめることを約束しました。
4. 新大学のスタート
平成17年3月 1 日に目立大学法人法の一部を
改正する法律案 が閣議決定され、 平成17年5月
18日に同立大学法人法の A部を改正する法律が
成立しました。 さらに、 平成17年5 月24日に国
立大学法人法の ム部を改正する法律が公布され
ました。 これを受け、 平成17年6月14日に予 備
選挙(教職員による意向調査)が行われ、 翌日
6月15日に合同学長選考会議(石坂誠一議長、
学外委員12名、 学内委員12名)で学長選挙が行
われました。 その結巣、 新大学学長候補 者とし
て西頭徳三高 岡短期大学長が選出されました。
丙頭学長は7月 1 日に文部科学大臣から新大学
学長の指名を受けました。
平成17年10月 1 日に、 固な大学法人(新)富
山大学が正式に設置され、 西頭学長は当日に、
文部科学大臣から学長の辞令を受けました。 同
日に、 新大学組織が発表されました。 以下のと
おりです。 学長:西頭徳三 、 事務局長:小川照
夫、 理事・副学長:龍山智栄 (企画・財務等担
当)、 八木 保夫(教育・学生支援担当)、 倉石泰
(研究・国際交流等担当)、 小林 正(病院、 安全
衛生担当)、 近藤昌彦 (総務・労務担当)、 南日
康夫(情報 社 会連携 担 当、 非 常勤)、 副学 長
(戦略室 ):渡辺義之 (教育改革担当)、 池野進
(地域貢献 担 当)、 村 口篤(研究・COE戦略担
当)、 山 口 幸祐 (人文系大学院担当)、 学長特別
補佐:野 瀬 正照 (評 価 担 当)、 監 事:山森利
平、 松下勝八、 杉谷キャンパ ス事務系の部長:
南須原 正純 (事務部長)、 岡 本則雄 ( 病院事業
部長)(以上敬称略) です。
平成17年1 0月13日に新 富山大学の「開学式」
が挙行されました。 その中で新学長は「融和 」
と「改革」という 2 つの基本方針を提示し、 こ
の「融和 」と「改革」が新大学発展の原 動力と
なることを 強 調されました。 「融和 Jと は 再
編・統合以前の富山医科薬科大学、 富山大学、
高岡短期大学が打ち解け合うことのみでなく 、
地域社会の 県・ 市町村や産 業界等との融和 、
個々の 市民、 海外の大学との融和を意味すると
のことです。 「改革Jについては、 大学戦略室
を設置し、 教育 改革、 人文社会系大学院の創
設、 ポ ス ト COEプロジ ェ ク ト、 地域貢献 プロ
ジ、 ェ クト、 評価システム等の改革を進める方針
を述べられました。
新学長はまた、「学長 メ ッ セ ージ一新 ・富山
大学の発足とその展開方向一」を発表していま
す。 そこには、 新 ・富山大学の目指す方向とし
て、 1 ) 教育面 では、 地域社会から信頼され
る、 2 ) 研究面 では、 富山平野から世界に向け
て発信できる、 3 ) 地域貢献では、 地域社会の
発展を先導できる、 4 ) 管理運営では、 広く 社
会に開かれた総合大学を目指していく 、 と述べ
ています。
5 . 医薬理工総合大学院の設置
新大学院構想については、 平成1 5 年7月新大
学構想協議会了承の新大学像の基本的確認事項
に、 当面 は医薬と理工のそれぞれの大学院の中
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に融合型の (独立 ) 専攻を設置し、 教育活動は
兼担 で協力し、 近い将来に生命科学を中心とし
た医学・薬学・理工学が融合した独立研究科等
の設置を目指すとありました。 しかし、「新 大
学の目玉j として、 医薬理工を統合した国際水
準の総合大学院を平成18年4月にスタートし、
世間に強く アピールすることが重要であるとい
う意見が、 大学院部会(龍山部会長) で出 てま
いりました。 この意見 に賛同する声が高まり、
医薬理工総合大学院設置のためのワーキンググ
ループで検討 が始まりました。 委員は、 龍山、
村 口 、 倉知、 倉石 、 服部、 津田 、 畑中 、 平井、
野瀬、 磯部(敬称略) でした。 総計30回 以上の
会議を 重ね、 時に審議は深夜にお よび ました
が、 最終的に平成17年 6月に新大学院構想をま
とめあげ、 7月 8 日に文部科学省に平成18年度
予算の概算要求と設置申請を提出しました。 平
成17年1 2月に設置が認可され、 平成18年4月か
らスタートすることが決 まりました。
新大学院構想、は、 理系 (医薬理工) の 3 研究
科 (医学研究科 、 薬学研究科 、 理工学研究科 )
を再編・統合し、 部局化 (大学院化) しようと
するものです。 教育部を医学薬学、 理工学、 生
命融合科学の 3教育部に、 研究部を医学薬学と
理工学の 2 研究部に再編します。 教官は研究部
に所属することになります。 特に日新 しいの
は、 医薬理 工が融合した「生命融合科学教育
部」です。 本教育部は、「認知・情 動脳科学専
攻」、「生体情報科学専攻」、「先端ナ ノ ・バイオ
科学専攻j の 3 専攻を置いています。 人材育成
として、 最 先端の生命科学を担 いうる研究者・
高度専門職業人、 高度医療機器に詳しい医師・
薬剤師、 高度医療に通じた理工学研究者・高度
技術者、 生体と環境との関連を熟知した機能 性
材料開発研究者・技術者、 ヒューマンインター
フ ェ イスに精通した高度技術者、 バイオイン
フォマテイク ス時代のシステムエンジニア、 異
分野コミュニケーションによる創 造性に富む人
材などの、í21 世紀の人材育成」を標携してい
ます。
6 . 和漢医薬学総合研究所の設立(和漢薬研究
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所の改組)
再編・統合に関する杉谷キャンパスの 1 つの
トピックは、 新富山大学 の発足と同時に、 杉谷
キャンパスの和漢薬研究所が改組され、 和漢阪
薬学 総合研究所が設置されたことです。 法人化
後の和漢薬研究所では、 附置研究所および研究
施設のあり方委員会(科学 技術・学 術審議会学
術分科会)の最終報告(平成15年 4月24日)を
受け、 教職員が検討に検討を重ね新しい和漢医
薬学 総合研究所設立案 を作成しました。 これま
での和漢薬研究所は主として和漢薬の学 理を研
究する薬系の研究所としての'性格が強かったわ
けですが、 新しい総合研究所は、 伝統医療を重
視し、 医学 系、 薬学 系、 さらには理五学 、 人文
社会科学 の分野の研究者との共同で、 1 )先端
的技術を駆使して伝統医学 を科学 的に解明し、
2 )東洋医薬学 と西洋医薬学 との融合を図り、
3 )新しい医薬学 体系の構築と全人的医療の確
立に民献することを目指しています。
このためにこれまでの研究分野を5 研究部門
(資源 開発、 病態制佐11、 臨床科学 、 漢 方 診 断
学 、 和漢薬製剤)と 1 附属 センター(附属 民族
薬物研究センター)に再編しました。 さらに民
族 薬物研究センターのドに薬効解析部、 外|玉l人
客 員部、 国際共同研究部、 民族 薬物資料 館を置
いています。 このような組織の下で、 1 )天然
薬物資源 の確保と保全、 2 )和漢医薬学 の基盤
研究の推進と東西医薬学 の融合、 3 )漢方薬医
学 における診断治 療体系の客 観化と漢万医療従
事者の育成、 4 )伝統薬学 研究の中核的情報発
信拠点の研究、 の 4 つの具体的なテーマに取り
組みます。 名を改めた和漢l実薬学 総合研究所が
21世紀の伝統医療の旗頭として世界に躍進する
ことが期待されます。
7. 県との包括的連携協定
三大学 統合後、 平成17年1 1月 1 日に、 県と新
富山大学 の間に包括的連携協定の提 携がなされ
ました。 この包括的連携協定は、 大学 の教員・
研究者を結集し、 連携による地域や大学 の活性
化を促すことをH的としています。 その内容
は、 地域振興、 科学 技術、 医学 ・薬学 、 国際交
流、 芸術文化振興など を網羅し多岐にわたりま
す。 これらの具現 化方策の 1 っとして、 大学 の
研究成果(シーズ)を特許化し、 企業に提供す
る技術移転機関(TLO)設置について早急に
取り組むことが必要であることを提 唱していま
す。
産学 官連携については、 近年の成果として、
知的クラスター宕IJh記事業のバイオテクノロジ一
分野でのベンチ ャー企業「エスシーワール ド」
の設立や、 富111 オリジナル ブランドの医薬品
「パナワン」 の開発など 実績が上が っていま
す。 この両者に杉谷キャンパスの貢献が高 いの
は周 知の事実です。 しかしながら、 これらの成
果は特定の研究主主や研究者と特定の企業や行政
機関との限定的な繋がりの成果であるという批
判もあります。 これを克服するために、 新・富
山大学 が産学 連携推進会議など を設置し、 より
広範 な情報収集や情報の活用を行うことが必要
です。 新・富山大学 の構想では、 産学 連携推進
会議の議長は学長が務め、 その下に置かれる推
進室が任務を遂 行する計画です。 新大学 学長の
地域貢献に対する意気込みが伺われるところで
す。
「聞かれた大学 」 という以上、 地域との積極
的交流が必須です。 そのためには新大学 の英 知
と存在感を積極的に地域にアピール し、 その反
応を確認しながら真の「聞かれた大学 」 を実現
化しなければなりません。 特に近年直面 する社
会的諸問題、 たとえば高 齢社会への対応や、 青
少年の切れる問題、 防災、 新興感染症問題など
に対する方策を、 大学 の失IIを結集したプロジェ
クト型で推進していく必要があります。
8. 杉谷(医薬系)キャンパスの目指す道
きて、 これからの杉谷(医薬系) キャンパス
の日指す道については様々な意見があります。
130年間培ってきた医薬大の実績を礎に、 世界
へのさらなる飛躍を目指して突き進んで欲し
いj と、 小野前学長は述べられました。 また、
教官の中には、 杉谷キャンパスの独自性を重視
し、「自立を目指すべき」 との声もあります。
たとえば、 アメリカのカル フォル ニ ア総合大学
が、 それぞれカルフオルニアロサンジ ェ ル ス校
や カルフォルニアパーク レ ー校として、 カル
フォルニア州総合大学の中で競争的自 立 関係に
あるような姿を目指すのも、 1 つの方向かも知
れません。 いずれにせよ、 本学の持つ教育研究
の レ ベルの高さを維持しつつ、 前向きに将来を
考えることが最 も必要なことでしょ う。
教育に関しては、 学生のために役立つ教育 カ
リキュラムの作成、 チュー トリアル教育の充
実、 就職活動 支援など、「教官中心の教育Jか
ら「学生中心の教育」へ変革することが必要に
なります。 本学(キャンパ ス) を、 学生にとっ
て真に魅力あるキャンパ スにしなければなりま
せんO このことが、 本学の卒業生の残 留率を上
げることにつながると思います。 またグローパ
ル時代に即した国際化教育も重要であります。
この点に関して、 医学部が進める文部科学省の
大学教育の国際化推進募集で採択された「東西
の医学教育統合による医学教育の国際化j の遂
行は本学(キャン パ ス) にとって極めて重要で、
あります。
研究に関しては、 現在進行している文部科学
省の21 世紀 COE(center o f  excellence :卓越
した研究教育拠点形成 ) 事業「東洋の知に立 脚
した個の医療の創 生J、 同 じく 文部科学省が力
を入れる知的クラスター事業「とやま医薬バイ
オクラ スター」、 戦略的創 造研究推進事業の
「情動発達とその障 害機構の解明Jなどの大 型
研究プロジ ェ ク トをさらに発展させることが大
学競争に生き残るために必要です。 また、 薬学
部が中心になってこれから展開する「ケミ カル
バイオロジー」の大 型 プロジ ェ ク トも期 待され
ています。 さらに、 富山の「く すりブラン ド 」
としての和漢医薬学総合研究所の研究をさらに
推進することも必要です。 一方、 若手研究者に
よる萌芽的創 造的研究を支援することも忘れて
はいけません。 研究費に関しては、 より積極的
に外部資金獲得の努力をしなければなりませ
ん。 大 型研究機器の更新 や高度な先端研究機器
導入などに対するしっかりした研究支援のため
のマスタープランをつく ることも必要です。
地域貢献 に関しては、「聞かれた大学」とし
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て地域に貢献 しなければなりません。 のみなら
ず、 我々は、「国立大学は国民の血税を使って
何をしているのか」、「国立大学は社会・国民に
何を還元しているのか」等に対して、 明確に説
明する義務があります。 そのためには、 大学の
持つ知を効率よく 地域に還元する努力が必要で
す。 そのためには、 研究領域の知を体系化する
( たとえば、 杉谷キャン パ スでは、 先端的生命
科学研究が一覧できるような見取り図を作る)
などして、 産学連携室やリエ ゾンオフ ィ スなど
を介して、 積極的に大学の知的財産を地方や全
国の産業界に公開、 アピールする必要がありま
す。 大学附属病院は地域とのネ ッ トワークをさ
らに充実させ、 地域の先端医療の中核としての
機能を発揮しなければなりません。
9 . おわりに
新大学再編・統合への軌跡、 杉谷キャンパ ス
の今後の展望等について冗長に述べてまいりま
したが、 この三大学再編・統合に携わった1 人
として、 多く の方々に感謝申し上げたいと思い
ます。 特に、 本間事務局長はじめ杉谷キャンパ
スの優秀な事務局の方々には本当に頭が下がる
思いです。 文面 を借りて、 ここに深謝致したい
と思います。
新大学は僻化した雛鳥のように歩き始めたば
かりですが、 魅力ある大学 (キャン パ ス)、 特
色ある大学 (キャンパ ス) づく りを目指さなけ
ればなりません。 「初心、 忘るべからず」とい
う言葉がありますが、 再編・統合準備 の途中に
三大学問で交わした「新大学の理念J . I基本的
確認事項」・「三大学の覚書」を忘れることな
く 、 夢のある大学を作っていく のがこれからの
我々の使命であると考えます。 この使命を具現
化するために、 キャンパ スの教職員のさらなる
理解と一致団結が必要であることは申し上げる
までもありません。
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資料 1 . 富山県内問 。: 大学の再編・統台に係る
基本的確認事項
平成14年3月26日
1 . 新しい大学の基本理念について
新しい大学は、 地域と世界に向かつて聞か
れた大学として、 生命科学、 自然 科学と人丈
社会科学を統合した特色ある同際水準の教育
および研究を行い、 高い使命感と創造力のあ
る人材を育成し、 地域と国際社会に貢献する
とともに、 科学、 芸術文化と人聞社会の調干目
的発展に寄与する。
2 . 教育研究においては、 以下のことが重視さ
れることが必要である。
1 )生命科学をIjl心に関連分野を融合した国
際水準の大学院の新設
2 )質の高 い教養教育とそのための責任ある
実施体制の確立
3 )時代・社会の要請に応える人材の育成と
そのための学部・大学院の編成
4 )地域産 業との機能的連携、 及び地域社会
への知的サービスの提供
3 .  1 . 及び2 . を達成するために、 従来の制
度・慣 習にとらわれず、 評価を重んじる管理
運常体制を碓乏し、 その下で次のような管理
運営を基本とする。
1 )教育研究のあり方と社会的貢献に応じた
教職員の配 置
2 )教授、 助 教授、 議師、 助 手などの教員の
構成の適正化
3 )教育・研究・社会的貢献等に対する適切
な許価
4 )評価に応じた人的、 物的資源 の配 分
5 )全教員に対する任期制の採用
6 )評価に応じた給与体系の構築
平成14年3月26日
富山医科薬科大学長 高 久
高岡短期大学長 蝋山
富山大学長 瀧浮
晃 印
凸 ム 印
弘 印
資料 2 . 富山大学、 富山医科薬科大学及び高|吋
短期大学の再編・統合による新大学像
ギ成1 5年 5月7 日新大学構想協議会了承
富山大学、 富山医科薬科大学及び高岡短期大
学は、「富山県内3 大学の再編・統合にかかわ
る基本的確認事項(平成14年3月26日調印、 以
下「基本的確認、事項」という)並びに新大学構
想協議会における協議を踏まえ、 新大学の大ま
かな骨格を以ドのとおり取りまとめ、 確認を
行った。
1 . 新しい大学の基本理念
新しい大学は、 地域と世界に向かつて聞かれ
た大学として、 生命科学、 白然 科学と人文相会
科学を統合した特色ある国際水準の教育および
研究を行い、 高 い使命感と創造)Jのある人材を
育成し、 地域と国際社会に貢献するとともに、
科学、 芸術文化と人聞社会の調和的発展に寄与
する。
2 . 再編 ・ 統合の時期
ギ成17年10月内ー編・統合、 平成18年4月学生
受入れとする。
3 . 基本的確認事項12 . 教育研究において重
視されるべき事項」 への対応
(1) 1生命科学を中心に関連分野を融合した
国|祭水準の大学院の新設」 につ いて
0当而は、 医薬と理工のそれぞれの大学院
のqlに融合111の(独立)専攻を設置し、
教育活動は兼折で協)Jする。
O近い将来には、 生命科学を中心とした医
学・薬学・理工学が融合した独立研究科
等の設置を目指す。
(2) 1質の高 い教養教育とそのための責任あ
る実施体制の確立」 について
0教養教育の実施については、 当面、 相互
の協力・連携のもとそれぞれのキャンパ
スご とに行うこととする。
0杉谷キャンパスに教養教育を専任とする
教官組織を存続させる。
0今後 、 教養教育の理念および新大学の特
色等を考慮しつつ、 全学的な観点から検
討 を行う。
(3) I時代・社会の要請に応える人材の育成
とそのための学部・大学院の編成」等につ
いて
1 ) 学部の教育研究組織
0高岡 キャン パ スに芸術文化学部(仮
称) を創設する。
0教育学部は教員養成機能を有する人間
発達科学部(仮称) に改組する。
0統合時は、 人文学部、 人開発達科学部
(仮称)、 経済学部、 理学部、 工学部、
芸術文化学部(仮称)、 医学部および
薬学部の 8学部で構成する。
0今後、 新 たな枠組みの教育研究組織
(例えば人社系、 理工系等大括りな編
成) の検討 を行う。
2 ) 大学院の教育研究組織
0当面 は、 人文科学、 教育学、 経済学、
理工学、 医学系および薬学研究科の 6
研究科で構成する。
O学年進行を 待って教育学研究科を廃止
し、 人開発達科学研究科 (仮称) を創
設する。
0次の大学院の創設を目指す。
-医学と薬学を中心とした総合大学院
.理工学研究科の教育・研究組織を分
離した大学院
-研究科 、 キャン パ ス 聞にまたがる独
立専攻
-高度専門職業人養成のための専門職
大学院
3 ) 和漢薬研究所 、 附属病院及び附属学校
を置く 。
4 ) 先端研究・学術交流機構 (仮称)、 大
学教育・学生支援機構 (仮称) および総
合支援機構 (仮称) を設置する。 また、
必要に応じ、 各キャンパ スに支所を置き
要員を配置する。
(4) I地域産業との機能 的連携、 および 地域
社会への知的サービスの提供」について
0研究所・ センターなどのさらなる統廃合
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を進め、 その充実・ 強化を図る。
0地域連携推進機構 (仮称) を設置し、 必
要に応じ、 各キャンパ スに支所を置き要
員を配置する。
0附属病院の関連施設として、 地域連携医
療センター (仮称) の創設を目指す。
4 . 基本的確認事項目 . 管理運営の基本」へ
の対応
管理運営の基本として掲げられた事項につい
ては、 再編・統合までに更に検討 を行う。
以上、 新大学においては、 基本的確認、事項に
掲げられた「新 しい大学の基本理念」の実現に
努めていく ものとする。
3大学は、 対等な立場で速やかに新大学創設
準備 の具体的協議を行うこととする。
資料 3 . 3大学の統合にあたっての覚書
平成1 5 年 5月7 日 新大学構想協議会了承
1 各キャン パ スにおける学生サービス・地域
貢献 等の機能が、 統合前に比べて、 低下しな
いよう、 事務組織その他の人員配置について
配慮する。
2 当分の 問 、 教官の定員管理は、 各キャンパ
ス ごとに行うこととする。
3 当分の 問 、 運営費交付金の配分は、 キャン
パ ス ごととし、 過去の 実績配分を基本とす
る。
4 理事の中 に 3 つの各キャンパ スについてそ
れぞれ担当する者(他業務との兼担 も可) を
任ずる。
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資料 4 . 富山県内国立大学の再編・統合合意書
富山大学、 富山医科薬科大学及び高 岡短期大
学は、 平成14年3月26口調印した再編・統合の
推進に関する合意書に基 づき協議を重ねた結
果、 このたび、 富山大学、 富山医科薬科大学及
び高 岡短期大学の再編・統合による新大学像 が
確認されたことにより、 再編・統合することに
合意する。
平成15年5 月 7 日
富山医科薬科大学長 高 久 晃
高 |吋 短期大学長 蝋山 昌一
富山大学長 瀧津 弘
(理事・副学長 村口 篤)
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第2節 21世紀COEプログラム
平成15年度に、 本学から21 世紀 COE(Center 
o f  Excellence) プログラムの学 際・ 複合・ 新領
域分野に申請した「東洋の知に立 脚した個の医
療の創 生」が採択された。 初代の拠点リー ダー
は寺津捷年で、 平成17年度より嶋田豊が引き継
いだ。 この COEプログラムは 5 年間 のブロ
ジ、エク トであるが、 先般中間評価を終え、 ちょ
うど折り返し点にさしかかったところである。
以下に、 本学の COEの概要について記す。
1 21世紀COEプログラムの目的
21 世紀 COEプログラムは「大学の構造改革
の方針J(平 成13年 6月) に基づき、 平 成14年
度から文部科学省に新規事業として「研究拠点
形成費補助金」が設置されたことによる。 この
背景には、 我が国の大学が世界ト ッ プ レ ベルの
大学と伍して教育及び研究活動を行 っていく た
めには、 第三者評価に基づく 競争原理により競
争的環境を一層醸成し、 国公私を通じた大学問
の競い合いがより活発に行われることが重要だ
とする考えがある。 このプログラムは、 我が国
の大学に世界最高水準の研究教育拠点を形成し、
研究水準の向上と世界をリー ドする創 造的な人
材育成を図るため、 重点的な支援を行 い国際競
争力のある個性輝く 大学づく りを推進すること
を目的としている。
2 採択までの経緯
富山医科薬科大学は昭和50年に開学後、 今日
まで医学と薬学の緊密な協力体制を築き、 東西
医薬学の統合を目標に特色ある教育研究活動を
推進してきた。 大学附属 病院に和漢診療部を
(昭和58年、 平成16年和漢診療科に改称)、 医学
部に我が国で唯一の和漢診療学講座を設置した
(平成 5 年)。 和漢薬研究所に薬効解析 セン タ ー
(平成 8 年)、 漢方診断学部門(寄附研究部門、
平成11 年) を設置し、 和漢薬の基礎研究及び臨
床との橋渡しとなる研究を展開してきた。 産学
官連携ではフォーラム富山「創 薬」 を立 ち上げ
(平成1 2年)、 その分科会として「富山オリジナ
ルブラン ド配置薬開発研究会」、「トメ ッ クス:
富山医薬 品化学研究会」を展開し、 薬業会とと
もに新薬の開発を行ってきた。 文部科学省の知
的クラス タ ー創 成事業「とやま医薬バイオクラ
ス タ ー」では、 研究拠点、大学として地域の産学
官連携に多大の貢献をしてきた。 日本学術振興
会(JSPS) による拠点大学交流事業として、
平成13年度から タイ固との間で天然薬物に関す
る研究者交流及び 共 同研究を進めてきた。 国際
協力事業 団 (]ICA) 医療技術協力を推進し、
アジア諸国等から多 数の 留学生を受け入れ、 国
際的な人材の育成に大いに貢献 してきた。
以上のように、 本学では「和漢薬J . I薬業J
を基盤とする富山の地域性を生かした取組みが
なされてきた。 このことが本学の COEプログ
ラム採択の 第一の要因と考えられる。 本 COE
採択時の拠点形成概要と採択理由を以下に記す。
〔拠点形成の概要) I東洋の知」は、 人間存在
を自 然の中で生かされている心身一如の小宇宙
として捉えている点で優れている。 本プログラ
ムは、 西洋医学的に同ーの疾患 カテゴリーの中
に多様性が存在することを、「東洋の知」の切
り口で捉え、 これを最 新の技術を導入して遺伝
子及び タ ンパク質の レ ベルで明らかにし、 病態
の個別性や個人差に基づく 「個の医療Jを創 生
しようとするものである。 さらに伝統医薬に関
する基盤研究を遂行し、 資源の確保や永続的利
用を可能 にする方策を提示するとともに、 薬物
治療学の新たな展開を目指す。 本研究を実行す
るためには、 医 学系研究科に所属する東洋医学
の臨床研究者、 西洋医学の臨床研究者、 薬学研
究科に所属する基礎研究者の緊密な連係が必要
である。 拠点リー ダーの強いリー ダーシ ッ プの
下に、 和漢薬研究所を基軸として合同研究チー
ムを形成し、 明確な目標に向かつて若手研究者
の育成に全力を挙げる体制を構築する。 また、
国内にとどまらず、 中固など海外の人材育成を
も視野に入れその拠点を形成するものである。
〔採択理由〕研究者個人の研究実績と高いポ
テンシャルが評価できる。 大学としても当該分
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野のパイオニ アのひとつであり、 ユ ニ ークな存
在として認められてきた。 今回のプログラムは
それを一歩更に踏み出し、 和・漢医療の客 観化
と充実を ム層企てるとともに、 和・漢・洋の医
の融合も視野に入れたものである。 拠点形成の
内容 においてユ ニ ークかつ優れたものが多く、
計画と目的において世界水準を達成し得るもの
と期待する。
3 拠点の組織と連携
拠点は学長を室長とするiCOE戦略室Jの
指導の下、iCOE事業推進担当 者会議」 にて活
動方針等が議論される。 ポスドクをCOE研究
員として、 博士課程(後 期)学生をCOEリサ
ーチ アシスタントとして採用し、 若手研究者の
育成にあたっている。 また、 研究活動等を補 佐
する技術・事務補 佐員を雇用している。 本学の
COE独自の試みとして、 COE関連研究の裾野
を広げるためCOEフエロー担当 符を任命し研
究を支援している。 本学の事務系職員による
iCOE担当 事務室jを設置しCOEの事務的協
力体制を整 えている。
研究組織は大きく3 グル ープに分けられる。
宇つは臨床研究グル ープで、 関節リウマチ 、 婦
人更年期障害等の疾患を対象として血襲プロテ
オーム解析を行っている。 同洋医学的には同
の疾患でも、 漢方|矢学的な視点からは市1群に分
類される。 これを地球儀に峨えると経 度と緯度
の関係にあり、 これらの交差する点、の特徴を科
学的に明らかにすることを目的としている。
つめは病態・薬効解析基礎研究グル ープである。
トランスジェニ ックマウス等の動物モ デル の作
成、 その病態解析ならびに種 々の病態モ デル 動
物を用いた漢方薬の薬効解析等の基礎研究を
行っている。 三つめは天然 薬物基盤研究グル ー
プである。 ユ ーラシア大陸東部の薬用資源 の探
索、 そのデータベースの構築と公開、 DNAマ
イクロアレイによる天然 薬物の基原・規格の評
価j去の開発などに取り組んでいる。
現時点の事業推進担当 者とその役割分担は次
の通りである。 寺i宰捷年(前拠点リーダー) : 
総括・臨床研究。 嶋田豊(拠点リーダー) :総
括・臨床研究( 漢方医学的病態の診断と評価・
関節リウマチ )。 済木育夫:臨床研究(血紫ブ
ロテオーム解析)。 斎藤滋:臨床研究(婦人科
領域・更年期障害)。 早坂征次:臨床研究(眼
科領域・糖尿病性網膜症、 ぶどう膜炎)。 柴原
直利 :臨 床 研 究(生活習慣 病)。 倉 石泰:病
態・薬効解析研究(アトピー性皮膚炎の遺伝子
発現 解 析)。 常 山幸 病態・薬 効 解 析 研究
(病理学的解析)。 服部征雄:病態・薬効解析研
究(個人差と腸内細菌のゆらぎ )。 加藤 A郎:
病態・薬効解析研究(トランスジェニ ック動物
の作成)。 松本欣三:病態・薬効解析研究(多
成分系薬物の薬理)。 小松かっ子:天然 薬物基
盤研究(伝統薬物の遺伝子解析とデータベース
構築)。 絡忠人 天然 薬物基盤研究(地球環境
に配 慮した薬物資源 の開発と漢方薬学的評価)。
COE研究成果報告会を開催し、 研究の進捗
状況を報告し討論の場としている。 これによっ
て拠点内の共同研究が活溌化し、 中独の教室で
は成し得なかった研究成果が上がりつつある。
4 研究進捗状況
これまでのギな研究成果としては以卜のもの
ヵ=ある。
臨床研究(プロテオーム解析研究)では関節
リウマチ や更年期障害の症例を集積し、 、|正行し
て血紫プロテオーム解析を行っている。 関節リ
ウマチ については、 ある漢方方剤が有効な症例
に特異的に出現 するタンパク群が見出された。
したがって、 この方剤が関節リウマチ 患者に有
効か百かをJÚl禁プロテオーム解析によって推測
できる可能性がある。 このプロテオーム解析の
試料 調製方法、 分析法やデータ解析j去に関する
特許を出願中であるc
病態・薬効解析基礎研究では、 動物病態モ デ
ル のプロテオーム解析、 トランスジェニ ック動
物の作成、 アトピ 性ー皮膚炎の遺伝子発現 解析、
漢厄薬の中枢神経 作用機構、 漢方薬の薬効発現
における腸内細菌の関与等の研究を行っている。
具体的な事例をいくつか挙げると、 自然 発症糖
尿病ラットにある漢方方剤を投与すると腎症の
進展が抑制され、 同時に行った血禁プロテオー
ム解析により、 糖尿病発症状態で上昇し、 漢方
んム剤の投与により正常 値まで!日|復するタンパク
質が十数個確認された。 また、 糖尿病を発症す
る新 しいトラン スジ ェ ニ ッ クマウ スの作成に成
功した。 高コ レ ステロール食を負荷した 動物が
非アルコール性脂肪性肝障害を発症することを
見出し、 詳細な病理学的検討を行った。 また、
アトピー性皮膚炎発症モ デルを用いて摩みの発
生に関与する遺伝子を D NA チ ッ プにて網 羅的
に解析した。 これ らのモ デル 動物を用いて、 病
態の進展に対する漢方薬の効果を検討 する 予定
である。
天然薬物基盤研究では、 人 参類生薬等のマイ
クロア レイによる D NA 同定法 を開発した。 汎
用生薬で ある 甘草の中国及び モンゴルほほ全域
の資源 調査と品質評価を行った。 また、 甘草の
安定供給を 目指してこれを中国内蒙古自 治区で
栽培し、 薬剤特性が薬用 甘草と同等であること
を明 らかにした。
5 若手研究者の育成
COE研究員は平成 15年 度 1 名 、 平成 16年 度
3 名 (すべて 外 国人)、 平成 17年 度 6 名 (う ち
外国人 5 名 )、 リサーチアシ スタン トは平成 16
年 度 10名 (う ち 外 国人 5 名 )、 平成 17年 度 13名
(う ち外国人3 名 ) を採用した。 その他、 日本
学術 振興 会特別研究員 (2 1COE) 1 名 ( 外 国
人) を採用した。 このように、 国際化の視点か
らも外国人留学生を積極的に採用し、 研究活動
の活 '性化を図った。
6 情報発信とネットワーク
本学のホームページ上に日本語版と英語版か
ら なる本 COEのホームページを開設し、 概要
等の情報発信を開始した。 また、 約 2 万点の生
薬が展示されている民族薬物資料館の日本語版
と英語版か ら なるデータベースを COEホーム
ページ上で公開した。 国内の関連諸機関との連
携を深めるため、 和漢薬研究推進ネ ッ トワーク
を構築してインターネ ッ トを介して情報発信を
開始した。 本 COEの海外研究拠点を北京大学
医学部薬学院に開設した(平成 17年 2月)。 本学
と韓国・大部韓警大学校との 聞に大学 問 国際学
術交流協定が新 たに 締結された(平成 16年 10月)。
7 国際会議等の開催状況
以下の国際シンポジウムを主催・ 共催した。
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OThe 9 th International Symposi um on Tr adi ­
tional Medicine in Toyama2003 “Traditional 
Medicine for the Li fe -Style Related Diseases " 
( 第 9回 国 際 伝統医 薬シ ンポ ジ ウ ム 富 山2003
「生活習慣病と伝統医学J)。 平成 15年 10月 ll-
12日。 富山 県民会館 (富山 市)。 参加人 数186名
( 14 ヵ 国、 外国人52名 )。
OInternational Symposi um on2 1  ，t Cent ury 
COE Program “Conser vation and Efficient 
Utili zation o f  Medicinal Symposi um " (2 1世紀
COEプログラム・ 国際シンポジウム「薬用資
源の保全とその有効利用J)。 平成 16年 12月4 目。
富山県民会館 (富山 市)。 参加人 数150名 ( 8カ
国、 外国人25名 )。
o 2 nd International W or kshop for the St udy 
o f  Itch ( 第 2回 国際産みワークショ ッ プ)。
平成 15年 10月23-25日。 カナルパークホテル富
山 (富山 市)。 参加人 数90名 ( 5 ヵ 国、 外 国人
15名 )。
OThe 10 th International Symposi um on Tradi 
tional Medicine in Toyama2005 “The Latest 
De velopment o f  Traditional Medicine : Har ­
moni zation and Speci ficity ， Traditional Knowl ­
edge and New Technology " ( 第10回 国際伝統
医薬シンポジウム富山20051伝統医薬学の新 展
開一一 国際調和と独自 性、 経験知と先端科学一J)。
平成 17年7月 14 -15日。 富 山 県民 会 館 (富 山
市)。 参加人 数146名 ( 13ヵ国、 外国人49名 )。
その他、 以下のセミナー・シンポジウムを共
催した。
0第24回和漢薬研究所特別 セミナー1 2 1世紀の
和漢薬・ 創 薬資源を考える」。 平成 15年 10月 10
日。 富山県民会館 (富山 市)。 参加人 数140名 。
O第6回 く すりと食物シンポジウム 。 平成 15年
II月23日。 富山 県民会館 (富山 市)。 参加人 数
162名 。
0第25回和漢薬研究所特別 セミナー「和漢薬の
薬理学的実証性と研究の新 展開 個の医療の創
生をめ ざして 」。 平成 16年 10月23日。 富山 県
民会館 (富山 市)。 参加人 数 150名 。
0第26田和漢薬研究所特別 セミナー「和漢薬と
消化管 消化管常在菌の役割および消化管疾患
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をめぐる最新の話題一」。 、ド成17年7月13�14
日。 富山県民会館(富山市)。 参加人数200名。
8 教育活動実績
和漢薬研究所とCOEが主催する「和漢薬研
究所夏期セミナー」 を以下のように毎 年開催し
た。 これは主に学外の医学生、 薬学年、 大学院
生、 [実師、 薬剤師、 研究者等を対象として漢方
医学の講義と実習、 和漢薬研究に関する講義を
行うものである。
。第8 回和漢薬研究所夏期セミナー「生活習慣
病 と 漢 方 薬」。 平 成15年8月19�21日。 イ ン
テック大山研修センター(富山県大山町)。 参
加人数80名。
0第9同和漢薬研究所夏期セミナー「ほんとう
に効くのか?和漢薬!基縫研究から最前線」。
平成16if: 8月 9 � 1 11::1 。 インテック大山研修セ
ンター(富山県大山町)。 参加人数96名。
0第101叶和漢薬研究所夏期セミナー「男と交の
和漢薬 性差医療を考える j。 平 成17 年 8 月
21�26日。 インテック大山研修センター(吉山
県大山町)。 参加人数103名。
和漢薬研究所漢方診断学部門と医学部和漢診
療学議時では、 学外のl災自11]、 薬剤師、 医学午、
薬学生等を対象として、i英)j医学の基礎知識と
診療技能の背得を日的とした「漢方医学側修コ
ース」 を開設している。 短期研修コース( 1 � 
4週間)、 長期研修コース( ]ヶ月� 1 年) が
あり、 以下の数の研修生があった。
0平成15{f‘皮:30名(�mlj 9 名、 薬剤師5 名、
医学生12�う、 薬学生 1 名、 その他3名)。
0平成16{f.度:21名([災自11]6 名、 薬剤師8 名、
医学生6 ::(，、 その他H/，)。
9 本学のCOEへの期待と今後の展望
本研究教育拠点、が我が国のCOEとして期待
される点は以下に集約されると考える。
伝統医学研究における我が同の中核としての
役割:中国や韓国などの東アジア諸国は、 アジ
アの伝統医学研究ネットワーク構築の気運が高
まっている。 事実、 平成16年には韓国・大郎韓
醤大学校からの申入れに応じて大学問の国際学
術交流協定が結ばれた。 海外の研究機関との協
定はこれで1 1 機関目となるが、 これは本学が我
が同における伝統灰学の中核として海外で認識
されている表れである。
同際的人材育成:和漢薬研究所は伝統薬物生
産国との共同研究を通して人材を育成し、 帰国
後に教授等として活躍中の元官学生は50名を超
えている。 これらの固から本学に対して永続的
な人材育成が期待されている。
伝統薬物・漢方研究者の育成:これまでの和
漢薬研究所・医学部・薬学部の実績から、 伝統
薬物・漢方薬の基原・規格・薬理・臨床効果を、
先端 科学技術を用いて解析しうる研究者の育成
と輩出が期待されている。
漢方医学エキスパートの育成:医学教育のコ
ア・カリキュラムに漢方医学が取り入れられた
現在、 i莫点医学の教育・臨床を実践できる人材
が強く求められているが、 その育成機関はほと
んどない。 COEを有する本学に対する全国の
医科大学・医学部からの期待は大きい。
産学官連携:和漢薬研究所には企業と富山県
からの寄附研究部門が2 部門存在する。 富山県
薬業連合会との共同研究による新しい和漢薬配
置薬の開発も行っている。 COEの機能強化に
よる岸官学連携の推進が期待される。
平成17年10月の富山県内3凶立大学の再編・
統合の時期が、 ちょうど本COEの5 年間の折
り返し点、にあたる。 再編・統合後は、 和漢薬研
究所は「和漢医薬学総合研究所」 に発展的に名
称変更する。 また、 大学院の医学薬学研究部に
は「東西医療学域」 が、 医学薬学教育部には
「東西統合医学専攻」 が設置される。 この時期
に本COEのプロジェクトの前半を振り返り、
さらに事業を推進するとともに、 逐次計画を軌
道修正する必要があると考える。 ( 新) 富山大
学においても本COEが大学の目玉として、 大
学のさらなる発展につながるよう努力する所存
である。 関係諸氏の御理解と御協力を願う次第
である。(21世紀COEプログラム拠点リーダー
嶋田 豊)
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して、 新大学創設準備 協議会の中の部会の一つ
医学系の大学院 として、 大学院部会がおかれ、 第1 回大学院部
はじめに
大学院の改軍は本学では、 医薬総合大学院を
目指して、 長年にわたって検討 されてきたが、
なかなか関係者の合意が形成されなかった。 そ
の後、 平成17年1 0月からの再編・統合に向けて、
大学院改革についての話し合いが進み、 医薬理
工総合大学院構想がまとめられた。 ここでは、
再編・統合の協議における大学院改革案作成の
経緯、 現在概算要求中の新大学院構想の概要、
そして今後の医療系大学院のあり方について述
べることにしたい。
1 再編・統合の協議における大学院改革案作
成の経緯
1 ) 国立大学法 人以前の取り組み
富山 県内国立 3大学 (富山医科薬科大学、 富
山大学、 高岡短期大学) では、 平成13年 6月の
いわゆる遠山プランを受けて、 再編・統合の協
議が開始され、 平成14年 3月26日に「富山 県内
国立大学の再編・統合の推進に関する合意書j
と「富山 県内国立大学の再編・統合にかかわる
基本的確認事項J(別紙1 ) が 3大学の学長名
で調印された。 この中で、「生命科学を中心に
関連分野を融合した国際水準の大学院の新設」
が挙げられた。
その後、 さらに新大学構想協議会等で協議が
進められ、 平成15年 5月7 日に「富山 県内国立
大学の 再編・統合合意書」が調印され、「富山
大学、 富山医科薬科大学及び高岡短期大学の再
編・統合による新大学像J及びí 3大学の調印
に当たっての覚書」が取り交わされた。
2 ) 国立大学法 人になってからの取り組み
平成16年4月からの法 人化に 際して、 富山医
科薬科大学では、 新学長を中心に、 理事、 事務
局長の人事が一新 され、 新 体制が発足した。 そ
会(16 .3 .2) で、 龍山工学部長が部会長に選出
された。 大学院部会の中にワーキング・ グルー
プ (WG) がおかれ、 第1 回 の大学院部会 WG
(医薬理工系)(16 .3 .23) で、 龍山工学部長が
WG主査を兼ねることとなった。 そして、 かね
てより提案されていた医薬理工総合大学院構想
の具体化が精力的に進められ、 平成18年度概算
要求に向けての概算要求書がまとめられた。
3 ) 大学院改革についてのアンケー ト
国立大学法 人化により、「学部、 学科その他
の重要な組織 の設置又は廃止に関する事項」は
役員会の所掌事項となったが、 実 際の教育研究
に携わるのは教員である。 そこで、 平成16年 5
月に医学部教授会の構成員を対象にアンケート
をとった。 アンケートの回 収率は70 .2% (33 / 
47人) であった。 その中で大学院のいわゆる部
局化については、 それを進める14人、 進めなく
てもよい1 0人、 その他5人であった。 学部の講
座を残しつつ、 大学院を部局として扱うような
組織 形態を検討 することについては、賛成24人、
反対 5 人であった。
2 医薬理工総合大学院構想の概要
1 ) 組織 形態
平成18年4月に発足 予定のこの大学院は 2 研
究部と 3教育部から構成される。 研究部とは教
員組織であり、 一般教育を含めてすべての教員
がそこに所属する。 教育部は大学院生の教育組
織である。 その概要は下記の通りである。
研究部
医学薬学研究部
理工学研究部
教育部 (かっこは入学定員 )
医 学 薬 学教 育 部:生 命・ 臨 床医 学 専 攻
(18)、 東西統合医学専攻
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(7 )、 生 命 薬 科 学 専 攻
(18) 
生命融合科学教育部:認知・情動脳科学専
攻( 9 )、 生体情報 シ
ステム科学専攻(5 )、
先端 ナノ・バイオ科学
専攻( 4) 
瑚r学教育部:数瑚ヒューマンシステム科
学専攻(5 )、 ナノ新機能物
質科学専攻(5 )、 新エネル
ギー科学専攻(5 )、 地球4'_
命環境科学専攻(5 ) 
4年制の持f� (医学) 課程は、 生命・臨床医
学専攻、 東西統合医学専攻、 認知・情動脳科学
専攻の 3 つであるc 4 i!'-制と3 年制の博士課程
を同じ専攻に合めることはできないとの文部科
学1]'からの指導があり、 医と薬・理工との融合
教育は、 カリキュラム上で対応することとなっ
TこG
入学定員は、 これまでの実績にぷ づいて設定
し、 全体で3 人増員の81 人とした。 医学系につ
いては、 平成16年度からの新医師臨床研修制度
の実施に伴い、 全国の医学部卒業什ての約半数が
地域の舟立病院で2 年間の研修をするようにな
り、 、|勺え18{f今度からの大学院入学{í-の予測は困
難な状況であった。
2 ) 大学院教育の充実と学部教育の担保
大学院教育の允実を阿るとともに、 学部教育
を担保するために、 以ドのことが記されたυ
「教員はM究部に所属するが、 教育部の修
1 � 課程とWI:課科における大学院教育を1Ft
当するといl時に、 学部教育も担当し、 学部
学生の教育に与たる。 」
②「医学系、 薬学系にあっては、 教員は学部
教員も兼 任する。 」・ これは、 医学部教授会
のアンケート結 果に法づいたもので、 学部
教育を担保するために、 学部の教員組織も
維持することとした。
③ 「学部教育に専念する教員を置くことが出
来るoJ :これは、 本学の 一般教育の教員を
念頭においたものであるc
④「大学院教育に一定期間専念する教員を置
くことができる。 」
3 ) 大学院教育について
これまでの医学系大学院博士課程の教育は、
1 ・2 年次に、 所属する専攻の共通科目から12
単位(選択必修)、 指定選択科目から10� 8 J単
位以上、 白由選択科Uから 8 �10 単位以上を選
択、 計30 単位を履修し、 3 ・ 4年次に研究活動
を行うことになっていた。
新大学院構想、の医学薬学教育部の博士(医
学) 課程では、 他学部と同様に特別研究も単位
に合めることとした。 その分の講 義時間数が減
り、 自専攻の開講 科目4単位以上、 他専攻の開
講 科目2中枚以卜、 他教育部の開講 科目2単位
以Lで、 演習4単{攻、 共通特論4単位、 特別研
究14単位の言1-30単位となった。
3 医療系大学院のあり方 q'教審の答申から
平成17年 9月に、 中央教育審議会から「新吋
代の大学院教育 国際的に魅力ある大学院教育
の構築に向けて Jが公表された。
そのJl'では、「医療系大学院の干Eり)fとして
は、 研究者養成をì:_たるIJ的としているのか、
優れた研究能力等を備えた医療系人材の主主成を
主たるけ的としているのか、 その目的と教育一内
谷を明確にすることが必要である。 」
「研究者養成を主たる目的とする教育課程に
おいては、 研究者としての基本(1む素養を身に付
けさせるという観点から、 例えば、 遺伝了に関
する技術、 RIの取扱い、 タンパク質解析、 細
胞坑養、 統計処煙、 研究計画・デザインの立案
など、 研究者に求められる医学・生命科学の遂
行に必要な2基本的知識・技術をコースワークで
修得させることが必要で、ある。 」
「優れた研究能力等を備えた臨床医・臨床商
科医等の養成を主たる目的とする教育課程にお
いては、 臨床医、 臨床商科医など高度の専門性
を必要とされる業務に必要な診断・検公技法、
手術手技、 態度を修得させるほか、 例えば、 医
の倫理、 臨床心理、 医師と患者関係、 安令管理、
臨床研究)j1去、 臨床教育法・指導法など……を
コースワークに盛り込むなど、 体系的かっ組織
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的な教育活動が必要である。」
「また、 併せて、 疾病の原因、 新 しい安全な
診断・検査・治療法 の開発・評価、 臨床疫学な
ど、 患者に対する診療を通じた臨床研究のテー
マを課し、 博士論文作成のための研究指導を行
わなければならない。」、「関連学会における認
定資格 (専門医など) の取得に必要な教育内容
を取り込むこともできる……」 と述べられてい
る。
この答申は、 大学院教育において専門医の養
成を積極的に考慮しているのが特徴で、 新大学
院の専攻 名の一つを、 生命・臨床医学専攻とい
う名称、にしたのも、 この答申案を 参考にしたも
のである。 今後、 各大学の医療系大学院では、
この答申に沿って、 大学院教育の実質化が図ら
別紙1
れると思われる。
おわりに
大学院の改革は、 富山医科薬科大学や新 ・富
山大学の中期 目標の大学院の項に述べられてい
るように、「幅広い知識を基盤とした高い専門
性を培い、 高度専門職業人あるいは教育研究者
として、 学術研究の進 歩や社会に貢献 する人材
を育成する。」 ことが 目的である。 新大学院が
認可されても、 教員が大学院に所属するように
なったことで “目的を達成した" とするのでは
なく 、 地域の人々に貢献 する優れた医療人の養
成を重視しつつ、 国際水準の教育研究を進める
ように努めなければならないと思う。
(倉知 正佳 )
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看護学系の大学院
看護 学科開設当初より、11多士課程看護 学専攻
を置くことを視野に入れ、 担当 教官の業績等準
備をした。 平成 9 {fには設置基準をクリアし、
定員16名をもって開設が認められた。 この周辺
の事情は看護 学科開設]0 周 年記念誌に詳述して
ある。 スタートに際し掲げた大学院の教育理念
は「看護 の基礎教育課程で培われた知性、 人間
性、 知識・技術に、 さらに多様化した時代の要
請に対応で、きる卓越した実践能力を備え、 かっ
看護 教育・研究の基礎的能力を持った人材を育
成する」 ことであり、 3 分野、 6 専攻を設定し
た。 それらは、 ① 基礎看護 学分野一 基礎看護 学
専攻、 ②臨床看護 学分野一 成人看護 学(慢性
期) 専攻、 成人看護 学(急性期) 専攻、 母子看
護 学専攻、 精神看護 学専攻、 ③地域看護 学分野
一 地域看護 学専攻である。 教育H標を達成する
ために、 各専攻領域を構築する看護 理論や五法
論を救ほする特論とそれらに関する文献抄読、
プレゼンテーションを主体とした演習に加え、
特別研究を選択必修科目として開設した。 特論
は、 当初は、 各専攻領域で 1科LI開設であった
が、 、|正 成1 1年には、 担当 教官の異なる特論Iと
特論Eを前期、 後期に分散開講する方針をとっ
た。 これにより、 当該専攻領域に属する者は、
専門領域の知識をさらに深め、 また当該専攻領
域以外の者にも幅広く知識を獲得する機会を提
供できるようになった。 さらに、 共通科日(選
択)として、 スタート時看護 情報・統計 論を開
設したが、 将 来 のClinical Nurse Specialist 
(CNS: 専門看護側) 認定コース開設を見据え
て、 その審査基準に見合う科目として看護 研究、
看護 倫理(平成1 1年より)、コンサル テーション
論、 看護管理論(平成12年より) も順次加えた。
卒業要件単依数は30 単位であり、 それらは特論
各2 単位、 演習4 単位、 特別研究10 単1v.， 選択
科目(看護 情報・統計 論の 4 単位 を除き2単
位) で構成されている。
院牛ーの受け入れ状況をみると、 開設より2 年
間は、 定員数をクリアしたが、 平成1 1{f:になる
と、 二次募集実施にも拘らず4名の 定員減 と
なった。 この原|刈として、 学生への進学指導不
足と大学院進学志願者の発掘不足があげられた。
この状況を踏まえ、 当 時の教務委員長(同津)
を中心として、 特に大学院進学を志願する看護
師に関する実態調貨を行った。 その結果、 看護
師においても、 出願資格獲得者(学fv: 授与機構、
通信大学卒など) が相当 数いること、 またそれ
らの看護 師が離職で、きず進学がかなえられない
という実態が明らかにされた。 おりしも、 専門
職としての資質/ÍtL r.を阿る，..で、看護 教育の大学
化は必須との考えに基づき、 国立の看護 学部・
学科の新設が相次いだ時期でもあり、 既に現場
で働いている看護 師のキャリアーアップ、 看護
高 等教育機関の教員のレベル アップのためにも、
これらのいl立大学の大学院がその任をとり、 地
域医療の向上に資することを期待して大学院設
置基準第14 条の教育Jìì去の特例「大学院の課程
において、 教育上特別の必要があると認められ
る場合には、 夜間その他特定の時間えは研究指
導を行うなどの適当 な方法により教育を行うこ
とができるJ (昼夜間講 制) の措置が講 じられ
ていた。 本学でも、 この特例導入が議論され、
千 成12年から実施された。 それにより、 その年
の入学生は、 24 1'，と大幅に定員数を超えた。 以
後平成17年まで、 定員割れの年は 1 年のみであ
る。 昼夜間講制導入により、 入学式験も 有史選
抜と社会人特別選抜の:本校てとなり、 前者で
は、 専門科目と英語の筆記試験と而接、 後者で
は、 専門科Uの筆記試験を業績調書(勤務年数、
論文、 学会発表など) に換え評価している。 ま
た昼夜間講制導入に作い、 時間割も、 第 1 限・
4 限( 8 : 50 ・16: 10) にとどまらず第 5限、
6 限(18: 00 ・21: 00) まで延長されている。
夜間開講授業のみを受講することでは、 卒業要
件単位は満たされないが、 社会人特別選抜で入
学した院!Þ.も、 特に問題なく修了している現状
である。 また、 il'，願資格を満たした外国人に対
しでも、 門戸を聞いているが、 今までに、 平成
13年に中国留 学生を 1 名受け入れている。 平成
9 年~平成17年間の在籍 総数は、 149名であり、
うち社会人特別選抜者の総数は47名である。
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修士論文の要旨は1 2月には提出され、 その内
容を基に、 主査(責任指導教官) 1 名のほかに、
2 名以上の副査が選ばれる。 1 月末には仮論文
が提出され、 2月初めには、 看護学科教官、 院
生、 学生、 学内 外 関係者の 参加のもと修士論文
発表会が 2 日間にわたり開催される。 発表会に
おける質疑応答に基づき、 論文には加筆修正な
どが加わる場合もある。 このような過程を経て
提出された本論文について、 審査員が評価し、
最終的には、 主査により合否が判定され、 看護
学科大学院教務委員会および医学部大学院委員
会の承認を経て学位が授与される。 論文提出が
遅れた場合には、 これまでは 1 年 待たなければ
ならなかったが、 平成17年度からは、 本人の申
し出により審査を 9月にも開催することが決 定
している。 平成16年現在、 審査に合格した修士
論文総 数は1 06編になっている。 これらの研究
内容は、 上記発表会にととまらず、 1 00%が関
連学会で発表さている。 また専門誌の掲載 数は、
68編(65% ) であり、 その内訳をみると、 本学
教官で運営されている富山医科薬科大学看護学
会誌の32編よりむしろ全国誌あるいは外国雑誌
が多く 計36編となっている。 また、 院生での研
究内容を基にした研究計画の科学研究費補助金
(若手B) 採択例が 2件あることを付記してお
く 。
最 後に、 相次いで、開設された国立大学看護学
部・ 看護学科において、 大学院修士課程にとど
まらず、 博士課程を設置する大学が11大学と増
加しつつある。 それだけ、 より高度の実践能力、
研究能力を有する看護職養成への社会的ニーズ
が高いことが伺われる。 一方、 それを実践する
に必要な競争的研究費、 例えば、 教育拠点形成
費等補助金「魅力ある大学院教育」イニシアテ
イブの公募要項をみても、 公募対象は「博士課
程」をおく 専攻となっているという厳しい現実
がある。 このことを認識してもらうために、 本
年 度 (平成17年 8月18・1 9日) の看護学科FD
において少し時間をいただいて説明したところ
である。 諸般の事情を考慮すると、 CNSコー
ス開設より、 博士課程専攻開設の方に開設への
現実性があるのかもしれない。 このことは、 現
在の専攻分野の再編ともリンクし、 今後緊急に
検討 すべき問題であろう。 (落合 宏 )
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薬学系の大学院
1 . 平成ll{f度までの薬学研究科の概要
本学の薬学研究科は、!日帝大に次いで、の新制
大学第 1号として、 昭和38年に富山大学大学院
(修上課程) の薬学専攻と製薬化学専攻の2 専
攻として発足した。Il{j和50{fに富1I1医科薬科大
学に移管後、 昭和田年の博I:�課程設置に伴" ，
医療薬科学専攻の 141攻に改組された。 医療薬
科学専攻は、 薬学部、 和漢薬研究所、 附属病院
薬剤部より構成され、「出1I1医科薬科大学創設
のJIJ!念に基づき、 医薬の調和ある協同体制を基
盤に、 和i莫�を通じて東凶医療科学の総合化を
指Ip]した特色ある教育柑|究体制を維J、?し、 細 分
化された基礎の 」分野のみに精通した薬学研究
者の養成に目標を限定せず、 医療に直結した薬
学領域に、 !よい視野と総合的判断力とをもって
積極的に参加できる創造性豊かな人材を育成す
ること」 を11的に設置された。 すなわち、「和
漢薬および、人の体質に関する薬学的{り!究、 治療
薬の開党研究、 薬害に閲する研究、 臨床薬学、
1';、柴，'，，'dí� i'1{、 臨床化学分析Û(の開党問究等の医
f従来科学に1\\1する尚度な1iJf究若lの主主成をI1的
とした5土台・fi庁究を行ってきたじ
2 . 、|勺戊12 1f二度における臨床来学独立専攻の新
1し
liX 
業剤師は、 }J.}， {í.や社会のために質のβ'î，、医療
サービスを提供すべきであるとのファーマシユ
ーテイカル ・ ケアがtl :界の大勢になっているε
わが|丘|においても、 平成4::ifの医療法改Ii�に
よって、 医薬品の専門家としての薬剤師が、 医
師、 看護婦その他医療の担ぃ千とともに、 医療
を受ける者の予防、 治療およびリハビリテー
ションに良質かつ適切な医療を提供する義務を
負うことが明記された。 医療の現場において、
医師が診断と治療方針の決定に集'1'し、 石一員削1[1
が看護に集中できるように、 薬剤師は、 治療効
果達成のための適正な薬物治療への積椋的寄与
が安ぇ!とされる。 この要求に応えるためには、 医
薬品に関する専門的知識のみならず、 医薬品に
関する最新の情報を自ら積極的に収集する能力
を布し、 医療倫理に基づ、いた患者の福祉を第 4
とした適切な医療行為のとれる、 高 度な臨床薬
剤師の養成が大学に求められている。 平成9年
の改正薬剤師i去の施行によって、 薬剤師が、 医
療を受ける者に対して、 調剤した薬剤の適正な
使用のために必要な情報を提供する義務を負う
ことが明記されたハ 薬剤師は、 投薬にかかわる
薬剤の)刀法、 用量のみならず、 効果、 副作用、
相Li.作用についても適切な情報を提供すること
が義務づけられた。 これらの，f確な情報を収集、
把揖、 提供できる能力を有した薬剤師の養成に
は、 大学院における集中的かっ高 度な教育、 研
修と研究の訓練が必要であるコ これらの趣旨に
基づいて新制大学ではかねてから臨床薬学系大
学院の設置申請を行ってきたが、 本守:薬'γ:研究
科においても平成12年4 )Jに臨床薬学独立専攻
(1専士前期課科定員16名、|事上後期j課杭定日7
:7， ) を新設することが決まり、 従来の医療薬学
専攻を薬科学専攻Oì�t前則課利定日35名、 博
士後期口県科íëH11名)と改めることによって2
専攻に改組することとなった〉
3 . 臨床柴学独立専攻の概要
本独、KLi(攻には、 )+�幹"詩作:としてl臨床薬珂J':f:
講座および、医薬品安全性学講座を新たに開設し、
協力議内として薬物杭J:FLh二)11学議出、 !l;í/;J;1Ç予防
薬苧講ドjg、 臨床薬剤学講月五を設けた， 1あ)Jt品開
には、 柴学自151:臨床分析学議内存性学研究本・利l
i英薬研究所臨床平IJm部門・本学附属病院業剤部
所属の教11がそれぞれ参加!し特論講義を行うと
ともに、 医学部教民(兼担)による医療倫理学
概論、 疾病学、 |臨床漢方医学、 臨床検査学のt
つの特論議主を設けた。 特に、 医療倫flj1:;:概論
と疾病学特論においては多数の医学部教�r�fが兼
担として参加lしており、 向洋医薬のみならず、
和漢薬に対応しうる臨床薬剤師長成をU的とし
た、 独自性の高 L、独\>�*攻となっている。 大学
院生は、 修行制呈l 年次前期]に特論議義を'立:け
た後、 �{f次後則から2 か月 の薬剤部実宵、 3 
か)Jの病棟尖宵、 および 1 か月 の開局集局実習
とf日|半年間の実務実習を行う。 本学附属病院
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薬剤部教授・助教授は、 従来から、 薬学研究科
の構成員であるので、 独立専攻科所属の大学院
生は薬剤部実 習において、 最 高度の教育的配慮
を受けられることが特徴である。 また病棟実習
では、 基幹講座と協力講座の教員や薬剤師が、
本学附属病院の第一内科、 小児科、 和漢診療部、
第二内科 、 第二 外科などの病棟において、 薬剤
管理指導や特定薬剤治療管理業務について、 連
日殆どマンツーマンで、指導を行 っている。 さら
に、 本学出身者を中心とした県内保険調剤薬局
開設者の協力を得て、 開局薬局における院外処
方の調剤、 薬 歴管理や服薬説明を学ぶ。 臨床薬
学専攻の大学院生は、 基幹・協力講座のみなら
ず薬学研究科に属する全ての講座に配属するこ
とが可能であり、 2 年次には16名全員が本格的
に修士論文作成のための研究を行う。 臨床薬学
専攻に博士課程が設置されていることも本独立
専攻の特徴であり、 臨床薬理学や医療薬剤学の
みならず、 基礎有機化学や生命科学、 生物物理
や構造生物、 あるいは和漢薬などを研究する講
座で学位を取得することによって、 極めて独自
性が高い指導的薬剤師や臨床薬学教育・研究者
の育成も可能 となっている。
4 . 薬科学専攻の概要
本学の薬学研究科では、 募集定員を厳守した
入学試験を実施 してきた。 しかし、 薬学部 6 年
制化の問題が浮上し、 製薬企業の研究・ 開発職
の採用が学卒から大学院修了にシフトしたこと
などにより、 薬学部卒業生の進学希望者が次第
に増加してきた。 本学薬学部でも卒業生の大学
院進学者が平成1 0年頃から漸増してきた。 平成
1 2年の臨床薬学独立専攻設置に合わせ、 一般専
攻の医療薬科学専攻を薬科学専攻に改め博士前
期 課程の定員は35名 に改められたが、 進学希望
者の増加の傾向は持続した。 これを受けて薬科
学専攻では学生の受け入れを拡大し、 平成1 2 -
1 6年 度の博士前期 課程入学者 数も、 39、 53、
48、 54、 73人と漸増した。
博士後期 課程は、 募集定員が平成13年度まで
医療薬科学専攻の 1 専攻で1 4人、 1 4年度以降は
薬科学専攻が1 2人、 臨床薬学専攻が7 人となっ
た。 平成1 2年の臨床薬学独立専攻設置に合わせ
て博士後期 課程の入学者 数増加を 目指して、 社
会人特別選抜の実施や博士後期 課程学生への資
金的援助の導入など様々な試みを実施 した。 そ
の結果、 平成1 0-13年度に13、 16、 1 9、 18人と
募集定員を上回る入学者を確保することができ
た。 その後、 1 4 -16年度は 8 -1 2人と必ずしも
十分な入学者を確保することできなかったが、
17年度は24人と入学者が急増した。
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第4節 フォーラム富山「創薬」
フォーラム富山「創薬」は、 平成12年2 JJ、
富山県、 富山薬業連合会及び本学が、 合機的に
結 び合い、 情報の交換及び発想、の刺激となる場
を提 供することにより、 富山県の特般である
「クスリ」 の研究開発及び薬業を盛んにし、 本
地域の活性化を図ることはもとより、 産学連携
を医薬・バイオを中心とした分野で盛んにし、
もって人類の福祉のために貢献することを目的
として発足した。
宮山県は置き薬の伝統をもち、 また、 薬学部
は100年の伝統を有し、 創薬は富111県では産業
の ムつとして大きな伝統を有し、 現在でも薬業
は地場産業の中でも大きな比重を，';めている。
幸い本県では、 宵山大学、 富山県立大学、 県薬
事研究所などにおいても創薬に関連する研究が
精力的に行われており、 創薬という見地から、
これらの施設で、行われた研究成果の地元薬業界
への還元や、 薬業界の関心のあるテーマや要望
の把梶などをさらに ム層充実させていくべきこ
とと考え、 現在まで大学での研究成果を社会に
還元することを主体に、 研究会を開催して来た。
「右Ij薬」 のみに限らず広く製剤法や育薬や薬剤
の治験までを捉えて、 大学の研究や大学病院と
のうと流による臨床的な薬剤の治験なども含めた
産業界との協力による地域の活性化を目的とし
た。 研究会の開催状況は別紙のとおり、 大学の
研究室と製薬企業の紹介と、 積々なトピックス
や、 特許、 TLO などの有り)j、 高rlな研究者
による講演も合め、 幅広い研究会を、 その後の
懇親会を通じた11\会いや研究の see dsの話など
を紹介しあうことによる、 より親密な関係作り
をも日椋とした。 幸い宮山県からも支援を受け、
薬剤治験のネットワーク作りや、 ジェネリック
のあり方とその育薬、 研究の育成など多岐にわ
たり産官学の協力体制が構築された。 新規薬剤
の開発には、 莫大な費用等困 難な問題があるが、
少なくともその端緒や周辺産業の育成も含め県
の支援を受けつつ広く医療・薬業界と大学を結
ぶ同究会組織が構築できたc
これまでの研究会のあゆみは別表に示した。
フォーラム富山「創薬」 には次の2 つの分科会
が発足した。
-富山オリジナル ブランド医薬品開発研究会
、1>:成13{f3月 富山県薬 業 連 合 会・宮山
県・富山医科薬科大学が協力して、 疾病構造
の変化に対応した新たな「滋養強壮薬J を配
置薬の許可基準内で開発することを目的に研
究会を発足させた。 とやま発オリジナル 配置
薬「パナワン」 を開発(、ド成18年 1月発売予
定)
・トメックス(富山医薬品化学研究会)
平成14年6月 フォーラム富山「創薬」 の
サテライト研究会として、「創薬jのための
探索、 開発過程に関わる分野を対象とし、 ク
スリのシーズ探索とクスリの製造などについ
て情報交換を行い、 お互いのレベル アップと
関連分野のサポートをÌêたるU的に、 フォー
ラム富111 I創薬」の イ吾の充実を目指す研究
左』ヱミ。
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別表 フォーラム富山「創薬」開催一覧
コーデイ
ネーター
第1回研究会 |倉石 泰教授
H12. 5. 20 (土)
第2回研究会 |許 南浩教授
H12. 8. 26 (土) |
第3回研究会 井上 博教授
H13. 1. 13 (土)
第4回研究会 竹口 紀晃教授
H13. 5. 12 (土)
講師
渡辺 裕司教授
倉石 泰教授
高嶋 修太郎助手
正川 康明
金田 佳己
パネルデイスカッション
司会.倉石 泰
パネラー.渡辺 裕司教授
高嶋修太郎助手
正川 康明
金田 佳己
テーマ
「神経疾患を対象とする薬物 末梢・中枢神経ー
と関連した研究」
演題: 1脳血管性痴呆と薬物」
「慢性通と薬物」
「中枢通と脳卒中に対する治療薬の現状」
「会社紹介と大学への要望j
「医薬品特許に関する基礎知識j
11がんの発生、 転移とそれに伴う諸症 状への対策
に向けて」
l 済木 育夫教授 |演題: 1がん転移の分子標的治療に関する基礎的
許 南浩教授
菓子井 達彦助手
塚田 一博教授
ノtネルディスカッション
司会:小林 正
パネラー:阿部 武夫
森 政雄
笹山 員次郎
今中 常雄教授
笹原 正清教授
井上 博教授
会社紹介
富士薬品工業側
竹田 雄一郎
寺崎 哲也
斉藤 清二助教授
田i宰 賢次教授
矢島 高二
竹口 紀晃教授
会社紹介
テイカ製薬附 | 松井 竹史
研究J
「組織構築から癌を考える」
「肺癌細胞の生物学的特性と臨床的意義」
「転移性肝癌の外科治療」
「医薬業界の現状と展望、 大学・研究機関
への要望J
「心臓、 高血圧、 動脈硬化を対象とする研究」
i寅題: IABCトランスポーターと脂質代謝j
「各種疾患モデルにおける増殖因子発現解
析とその機構の解明」
「心不全の病態と治療」
「富士薬品工業側の紹介~主に研究の内容
に関して�J
「産業共同研究の新地平:テクノロジー・
イノベーションに基づいた21世紀型創薬に
おける大学の役割」
「胃と腸一活力と健康維持の最前線J
演題: 1思春期消化器心身症の治療」
「食物繊維と大腸がん リンゴペクチンの
効用」
「プロバイオティックス:胃と腸への働き」
「創薬対象としての酸分泌抑制剤、 細胞、
粘膜防御剤」
「テイカ製薬株式会社紹介及び製品開発に
向けてj
158 第3市 首I)J，�}のトピァクス
tP5 同研究会 根本 英雄教授
日13.9.14 (金) 早川 勇夫
内木 公康教J受
根本 英雄救援
落合 宏教授
会社紹介
リードケミカル'1恥
森 政雄
第6 r，�研究会 小林 正教授
H14. 1. 24 (本) 仁井 筒
小体 正教授
細谷 健 ふまえ授
会社紹介
京111化学工業側
、1品 f三雄
第7 r�l研究会 村LJ 篤教授
日11.5.23 (本) 村1I 篤教授
北島 県」教1'1
松野 内l珂助教授
占的 利l半
会社紹介
東'lF薬品(十'ti
笠間 俊リj
第8 [i1J研究会 ìit[Il 正I珂教綬
Il11. 9. 20 (全) 小野 氏年教授
合主IJ Iト宇佐教授
鈴木 道雄助教授
j本間 正i狗教J受
'1'川 凸也
会社紹介
日本医薬品工業特
岡村 友
第9凶研究会 諸橋 I印百教授
H15. 1. 23 (本) 諸橋 l正昭教授
合石 4�教授
豊山 雅彦助手
横井 秀輔
足Îf 士It .講師
中川 肇助教授
「感染誌と印!薬J
;す{題: 1介成抗菌薬進歩」
「抗ウイルス薬の開発とその1'FJIH遊1[;J 
「新規抗ウイルス楽のシーズを求めて」
1 )布機fT成化学からのアプローチ
21ウイルスの持つ融介活性を標的とする
抗ウイルス剤の研究|
「リードケミカル株式会村紹介 経皮吸収
剤の開発と今後の展望」
「生活習慣病と創薬」
演題: 12 1世紀の医薬品を考える」
「糖尿病の治療と創薬」
「血液網羅関門の機能解析 ・糖尿病網膜症
治療薬開発を目指して」
「市山化ly:L業株式会社制介 1守山化学に
おける創薬の暦史と未来 」
「リウマチ性疾患と倉IJ薬」
i寅題・ 「慢'J1t関節リウマチの病態と治療」
|倣刊関節リウマチの関節俄壊とその検査
;;Á楽開発」
「慢性関節リウマチの薬物療法」
「慢性関節リウマチの1L- 6阻古味ìl;から
学ぶもの」
「東亜薬品株式会社と11点メデイツク株式
会社の会社中fi介 グループとしての製lvl閃
発の 今後の民望j
「脳・神経系のはたらきと疾忠j
演題: 1脳・記憶の仕組みと抗痴呆;薬研究j
「精神分裂病(統fT失調症)の病態と精神
薬理学的仮説」
Jノ' 
1I悩・神経機能と遺伝f発現ー疾忠への悦
点」
「抗痴呆薬開発の今、 そして未来」
「日本医薬品工業株式会社制介 ジェネ
リック医薬品の今後 」
「アレルギー性疾患と創薬」
i寅題: 1アトピー性皮膚炎の病態と治療 その現
状と問題点」
「皮膚アレルギー性炎症と摩みJ
「皮膚アレルギー性炎症と神経系凶子」
「アレルギー試験の簡易j去の開発」
「気道アレルギー:瑞息の病態および治療
の最前線」
「花粉抗の病態と治療の問題点」
会社紹介
救急薬品工業側
稲田 裕彦
第10回研究会 渡辺 明治教授
H15. 5. 29 (木) 高原 照美助教授
浜崎 智仁教授
田中 克明
清水 幸裕講師
金山 晋i台
会社紹介
カネボ:ゥ明*l
与茂田 敏
第11回研究会 河野 敬一教授
H15.9.11 (木) 河野 敬一教授
畑中 保丸教授
岸 裕幸助教授
南野 直人
佐野 喜彦
パネルデイスカッション
司会:籍 忠人教授
河野 敬一教授
パネラー:佐野 喜彦
森 政雄
勝山 巌
小林 正
第12図研究会 斎藤 滋教授
H16. 2. 5 (木) 柴原 直利教授
日高 隆雄講師
壇上 卓馬
高畑 正裕
鈴木 実
古谷 雄三助教授
倉智 博久
第13回研究会 橋本 征也教授
H16. 5. 20 (木) 田口 雅登助手
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「救急薬品工業株式会社紹介一新規剤型と
して創薬 」
「肝と栄養 創薬に向けて」
i寅題: I 肝線維化 の分子機構と治療薬開発の現
状」
「脂肪酸と行動異常」
「ラクトフェリンによるウイルス肝炎 の治
療」
「マイクロアレイ法を用いた肝疾患用医薬
品の開発j
1) C型肝炎ウイルスに特異的な抗体遺伝
子の同定と抗体医薬品j
2 )肝疾患治療をターゲットとした和漢薬
のトランスクリプトーム解析」
「カネボウ株式会社漢方ヘルスケア研究所
紹介一美と健康領域での展開 」
「プロテオミクスと創薬」
演題: Iたんぱく3000計画と創薬」
「薬物で射止める作用タンパク質 光ア
フイニティーによる化学的プロテオミクス
「細胞チ ップを用いた抗体医薬の開発」
「ペプチドーム:生体内ペプチドファクト
データーベースの構築と創薬への応用j
「医薬品研究開発の動向及び今後の取組み
について」
「産学官から見た富山の創薬の未来j
IGender Specific Medicineからみた創薬J
演題: I漢方医学における男女差j
「更年期障害 におけるホルモン補充療法と
漢方療法J
「片頭痛とトリブタン治療一女性疾患 とし
ての見地から 」
「 クラミジアに関する最近の話題j
IEDとバイアグラ臨床開発およびPDE5 I 
阻害薬の今後の展望」
「高齢者の排尿障害 前立腺肥大症を中心
に」
「ホルモン補充療法の将来展望J
「テーラーメード医療と創薬・育薬」
i寅題: IP450の遺伝子多型とp遮断薬の投与設
160 第3市 音11局のトピソクス
十di'tHl 耕訂l
笹岡 干IJ安助教授
江r 1 至洋・根本 i青
会社紹介
ダイト(十和 )11原 1専
第11凶研究会 足ÎT伊佐雄教授
H16. 9. 28 (火) 加藤 敦助子
林 利光教授
施設紹介
寓山県薬事研究所
i芋野 敏紀
竹岡 秀
梶本 佳孝
第15回研究会 官H�!J 干IJ1)]教段
H17.2.3 (本) 市岡 路f助教綬
本郷 干II久助子
目立成育医療センター
l'阿 尚
|玉|烹成育医療センター
民主藤 博久
1îifi也 ヲ日正ル市ψß1ノ、l 
7吉山県衛生研究所
綿引 If則
第16同伺究会 浅野 泰久教授
H17. 5. 31 (火) 富山県烹大
榊 和l之教授
株)ファンケル 中央研究所
j土 智子
Jじ藤沢薬品工業側
橋本 l卜j台
大学紹介
富山県立大
中 島 範行教J受
t-; 111県立大
浅野 泰久教授
第17凶研究会 今中 常雄教授
H17.9.29 (本) 京都大学
植田 和光教授
計」
「適正使用としてのファルマコゲノミク
ス 塩酸イリノテカンの試み」
「リピッドホスファターゼの阻害による新
たなインスリン抵抗性改善薬の可能性」
「ノfイオインフォマティクス と遺伝子診
断」
「ダイト株式会社紹介 商品開発の歴史と
今後の展開」
「天然物を対象とした創薬素材分fの展望」
演題: í生薬エキスに合まれる各種生理活性成分
の研究」
íi呆類出*1'物活性分子の探索と有効活
用」
「薬事研究所の歩みと業務概要J
「叶一一薬および漢Ji薬をベースとした商品開
発 新薬や医薬部外品への展望」
「生活宵慣病とトクホ 病態バイオマーカ
ーの恵、義 j 
「小児の難病と創薬への期待j
i寅題: í川崎病における冠動脈病変発生機)判
「小児難治性てんかんの日己免疫的背景」
「小児用医薬品開発の現状と展望:日米比
較J
「おIj薬を目指したアレルギー疾患病態シス
テム解析」
「細菌部の取り組み紹介 ゲノムから細i剥
を見る」
「微生物、 天然物からの創薬への期待」
i寅題: íビタミンD誘導体の作用メカニズムと代
謝j
「健康食品の生理機能解明研究の進め)JJ
「製薬企業の研究開発における天然物創薬
の役刻j
富山県立大学't.物工学研究センターの紹介
「プロアントシアニジン類の化学合成と生
玉県活性」
「新設される高山県立大学生物て学科とグ
リーンバイオ」
「脂質ホメオスタシスと創薬 リボネットワーク
からのアプローチ 」
i寅題: íABCトランスボーターを介した薬剤l輸送
と脂質輸送」
東京大学
佐藤 隆一郎教授
日本 た ば こ産業医薬総合
研究所 岡本 浩 史
守 田 雅志助手
j甫風 雅春講師
ノ t ネルデイスカッション
司会 ・ 今中 常雄教授
籍 忠人教授
パネラー: 阿部 武夫
西頭 徳三
村口 篤
小林 正
倉石 泰
平井 美朗
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iSR EBP、 核内受容体を介した脂質ホメオ
スタシスJ
iCETPをターゲットにした創薬研究j
「 ベ ルオ キシ ソ ーム を 介した脂質 代 謝 制
御 j 副 腎 白質ジストロフィ 治療薬開発
の基礎研究
「炎症性サイトカイン 1L - 8から観 た糖尿
病・動脈硬化 」
「富山県 3 大学統合と創薬研究」
162 第 3 中ê �ì�:r;)�Jのトピ ッ クス
第 5 節 薬効解析 セ ン タ ーの 設置 と そ の 活動
和漢薬研究所は「和漢薬に関する学理及びそ
の 応 用 の 研 究j を 設 置 目 的 と し て、 H汗 干038
(1963) 年 4月に富山大学薬学部附属 和漢薬研
究施設として発足し、 昭和49年6月に富山大学
附置研究所に昇 格した。 その 後 、 すでに新設さ
れていた富山医科薬科大学の附置研 究所として、
昭和53年6月に移管された。 研究施設当 時は5
部門(資源 開発、 生物試 験、 臨床利 用、 病態生
化学、 化学応用) であったが、 その後 10:1J主 時限
で高 次神経機 能制御部門(客 員)、 免 疫 機 能制
御部門(外国人平等 員)、 細 胞 資源 工 学部門 が増
設され、 平 成 2 年までに8 部門となった。 、|ξ 成
8 年5 'þj に薬効解析センターが設置され、 その
中に、 それまで難波恒雄 教授(富山医科薬科大
学名誉 教授、 故 人) らが蒐 集された世界の伝統
薬物を整 理研究するための民族 薬物資料 館が開
設された。 時限付 き部門はその後 改廃 され、 平
成 9 年に恒 常 性 機 能解析部門(客 員)、 12年に
薬物代謝て 学部門が設置され、 さらに寄付 部門
として1 1年に漢方診断学部門が設置された。 平
成15年和漢薬研究所は大部門制に移 行し、 3 部
門(資源 開発研究、 病態制御研究、 臨床科学研
究) 7 分野、 1 附属 センター、 I 寄付 部門と
なった。 平成16年には消 化管生理学分野が新設
され、 さらに寄付 部門と して和漢薬製剤開発部
門が設置されて、 平 成17年現在、 3 部門 8 分野
1 附属 センタ- 2 寄付 部門を擁 している。
和漢薬研究所附属 薬効解析センターは 9 年間
にわたり、 世界各地の伝統薬物を集めそれらの
学術情報をデータベ ースとして構築し、 それら
の中から難治性疾患の治 療に用いられる薬物を
選び、 疾忠 モ デル 動 物を用いて実験的に薬効を
評価すること、 伝統薬物の標準化のために科学
的品質評価を行うこと、 及びデータベ ースを活
用した共同研究を推進することを日的として活
動 を行ってきた。 発足時には教官2 1う であった
が、 平成10年から外国人客 員研究員2 名が配属
され、 延べ13名が就任して各国の伝統医学の学
術情報が整 理された。 当 センターには民族 薬物
資料 館の管理が任され、 所蔵 されている伝統薬
物標本に関するデータベ ースを構築することが
重要な業務であった。 設立当初からデータベ ー
スの開発 ・ 構築作業を精力的に進め、 平 成12年
4月末 に第 1 回 の公 聞を見た。 ー ノi 、 研究面 で
は、 生薬学、 薬理学、 天 然 物化学、 伝統医薬学
などを基盤とする各スタッフ が有機 的に述 携し
て、 成果を挙 げてきた。 以 ドに活動 を概説 する。
し 民族薬物資料館と民族薬物データベース
民族 薬物資料 館には、 世界の伝統医学で使用
される生薬標本 が約2 万4. 000 点保存展示され
ている。 蒐 集の範 囲 が日本 ・ 中国に限らずアジ
ア各 問 、 さらにはアフ リカや南 米 にまで及んで
多彩 であること、また1960年代から蒐 集されて
おり、生薬の変遷 がわかること、 和漢薬に悶 し
ては異 物同名品が多数納 められ、 現在の流通生
薬の鑑 定に役。: つことなど、 所 界に類のない生
薬博 物館 である。 生薬標本の多く は難波恒雄名
誉 教授により蒐 集されたもので、 平成 9 年3月
のご退宵 の|僚 に、 j将守来のfμム
に資するようにとのこ、意意; 向でで、 、 和漢薬研究所に
寄贈 された。 生薬標本の約 1 / 3 は中国医学及
び日本漢方 で、使われる生薬(和漢薬) で、 アー
ユ ル ヴ ェーダ生薬がこれに次ぎ 、 その他、 ユ ナ
ニ 一 生薬、 チ ベ ット生薬などが所!哉 されている。
科学研究費補助金 による海外学術調査時の収集
品も含まれ、 官11 は研究に供して有益 な知見を
得 ている。 当 資料 館には年間500名を超 す国内
外の研究者が訪 れているが、 彼 らから所蔵襟 本
に関する学術情報の発信 が求められるように
なった。 そこで、 生薬標本の画像 に種々の学術
情報を付 け、 それらをインターネットを通じて
広く 研究者に提供して各種 医薬学研究を推進さ
せること、 及び日本!玉l 内で使用されている漢)j
薬や健康食 品の原料 生薬について、 有用性や安
全性に関する正確な情報を提供し、 それらの適
正使用を閃 ることを目的にして、 民族 薬物デー
タベ ースの作成に着 手した。 このデータベ ース
は資料 館生薬データベ ースと学術情報データベ
ー スからなり、 前者には生薬標本と原植物の画
像、 生薬 名 、 薬用部位、 産地及び入手先情報な
ど、 後者には伝統医学上の薬効、 含有成分、 薬
理作用、 臨床応用、 古文献の画像などが収録さ
れている。 平成17年までに和漢薬に関するデー
タ ベースを 5 回公開し、430種類の生薬、約5 ， 000
点の標本に関する情報を発信した。 検索には一
般と専門の別があり、 専門検索ではパ スワー ド
の取得が必要である。 一般検索へは年間平均約
9， 500件のアクセ スがある。 また、 約900名の専
門検索登録者がいる。 今後、 アーユル ヴ ェ ー ダ
生薬、 ユ ナ ニ一生薬、 チ ベ ッ ト生薬等に関する
デー タ ベースを順次公開していく 予定であるo
n . 伝統薬物の薬効の評価と解析 に 関 す る 研究
難治性神経変性疾患、 特に認知症に対する伝
統薬物の有効性とそれらの薬理作用に関する研
究を行った。 神経団 路網が障害を受けた後から
でも機能回 復を可能 にするようなシナプス再 形
成活性を有する薬物を細胞 レ ベル・ 動物 レ ベル
で探索することで抗痴呆薬の開発を 目指すとい
う 研究コン セ プトを掲げ、 非常に有効性が期 待
できる薬物を同定した。 強壮作用、 健忘症や半
身不随の改善効果を持つ伝統薬物を対象とした
結果、 数種の人 参類生薬 メ タ ノ ールエキス、
Ashwagandha メ タ ノ ールエキス、 漢方方剤の
続命湯などに神経突起伸展活性を見出した。 活
性成分として、人 参類生薬では protopanaxadiol
系 サ ボ ニ ン 、 Ashwagandha で は withanolide
A、 withanoside IV及びwithanoside VI を 同 定
し、 さらにこれらはアルツハイマー病原因物質
とされる amyloid ß により神経突起が萎縮した
後から突起を再 伸展させるだけでなく 、 シナ プ
ス形成も促進させることを明らかにした。 これ
ら化合物は、 amyloid ß 脳室内投与により作製
した痴呆モ デルにおいて見られる記憶障害、 脳
における軸索・ 樹状突起・ シナ プスの減少に対
し、 経口投与で顕著な改善作用を示したことか
ら、 認知症に対する有効な治療薬の候補である
と考察した。 また、経口投与したprotopanaxadiol
系 サ ボ ニンは metabolite 1 へ、 withanoside VI 
は sommone へと腸内細 菌 により代 謝され、 そ
れらが活性本体であることが示唆された。
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ill . 生薬の品質評価 に 関 す る 研究
重要な漢薬の人 参類、 大黄、 欝金類を対象に
して、 中国の道地薬材の理論「歴代の産地の生
薬が良質である」を証明する研 究を 行 った。
フ ィ ール ドワークにより諸民族 問での使用方法
の差異を明らかにした後、 その科学的根拠を見
出すため、 収集した同属植物を核18S rR NA 及
び 葉 緑体 trn K 遺伝子の塩基配列 から分子系統
学的に整理し、 それに基づいて生薬を正確に同
定し、 含有成分の種間差または地理的な変化を
検討し、 さらに薬効に関与する薬理作用を比較
した。 人 参類では Panax 属13分類 群 の 系統関
係を明らかにし、 同時に生薬の客観的な同定法
を確立し、 各 分類群基源の生薬に特徴的なサ ボ
ニン成分組成と含量を明らかにした。 さらに認
知症に有用である人 参類を提案した。 欝金類で
は中 国・ 日本産 Curcuma 属植物の分類学上の
混乱を整理した。 血管作 動性の検討から、 同類
生薬すべてに血管弛緩作用が認められるものの、
日本 産 義 戒にのみ NO 依存性の 弛緩作用も観
察され、 同種が峡血 に 対し効果的に作用するも
のと考察した。 大 黄の原植物である Rheum ραι 
matum， R. t，αnguticum及び、R. officinαle は matK
遺伝子に関して種内多型を示し、 原産地と関連
する系統に分けられた。 各大 黄は基源と産地に
より特徴的な成分組成を示したことから、 遺 伝
子情報から間接的に大黄の品質を推定できる可
能 性を示唆した。
以上の研究内容は論文等として公表した(原
報11 0報、 著書1 0報、 総説1 0報)。 また、 研究に
あたっては日本学術振興会や各種財団 から助成
金を賜った(科学研究費補助金代表分1 5件、 民
聞 からの研究助成金1 5件、 受託研究費1 2件、 民
間等との 共 同研究11件、 受託研 究員 1件)。 こ
こに記して感謝の意を表します。
当セン タ ーは平成17年に 改組され、 8月 1 日
より民族薬物研究セン タ ーとして新 たに出発し
た。 これまで薬効解析 セ ン タ ー、 民族薬物資料
館を支えて下さった関係諸氏に深謝いたします。
今後とも新 セン タ ー及ぴ和漢薬研究所にご支援
賜りますよう宜しく お願い申し上げます。
(小 松 か っ 子 )

